
　

ま
だ
、暖
か
さ
と
は
ほ
ど
遠
い
日
曜
日
に
、

ち
ょ
っ
と
足
を
延
ば
し
て
神
戸
市
立
「
王
子

動
物
園
」
に
行
っ
て
き
た
▼
昭
和
25
年
に
供

用
さ
れ
た
19
・
２
㌶
も
の
広
大
な
王
子
公
園

の
中
核
を
成
す
施
設
と
し
て
６
年
後
に
開
園

し
て
い
る
。
敷
地
約
８
・
１
㌶
。
こ
の
日
も

多
く
の
親
子
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
で
賑
わ
っ
て
い

た
▼
開
設
か
ら
70
年
以
上
が
経
過
し
、
施
設

の
老
朽
化
は
隠
し
よ
う
も
な
く
、
動
物
園
の

展
示
方
法
が
陳
腐
化
し
て
い
る
と
の
こ
と
▼

駅
に
近
接
し
て
い
る
立
地
で
あ
り
、
公
園
周

辺
は
山
か
ら
海
ま
で
繋
が
る
美
し
い
景
観
が

広
が
り
、
歴
史
や
文
化
が
薫
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
極
め
て
高
い
地
域
だ
▼
そ
こ
で
神
戸
市

で
は
、
新
た
に
大
学
を
誘
致
し
て
学
術
・
文

化
の
拠
点
を
形
成
と
す
る
と
と
も
に
、
合
わ

せ
て
王
子
動
物
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
再
編
・
機
能
強
化
を
図
る
な
ど
の

再
整
備
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の

集
客
力
が
あ
り
な
が
ら
、
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
奈
良
も
見
習
う
こ

と
が
あ
り
そ
う
だ
。�

（
Ｆ
）

　

奈
良
市
は
、
対
前
年
度
比
０
・
２
％
の
減
少
と
な
る
一
般
会
計
１
３
８
６
億

２
０
０
０
万
円
の
４
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表
し
た
。
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
開

所
に
伴
う
柏
木
公
園
の
整
備
、一
条
高
等
学
校
附
属
中
学
校
開
校
の
施
設
整
備
、

Ｊ
Ｒ
新
駅
西
口
駅
前
広
場
整
備
等
を
推
進
す
る
。

４
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

４
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

Ｊ
Ｒ
新
駅
西
口
駅
前
広
場
整
備
な
ど
計
上

Ｊ
Ｒ
新
駅
西
口
駅
前
広
場
整
備
な
ど
計
上

一
般
会
計
約
１
３
８
６
億
円

一
般
会
計
約
１
３
８
６
億
円

奈 良 市
　

令
和
４
年
度
当
初
予
算

案
は
総
額
２
４
９
１
億
１

１
０
０
万
円
で
対
前
年
度

比
２
・
２
％
増
。
内
訳
は

一
般
会
計
１
３
８
６
億
２

０
０
０
万
円
（
０
・
２
％

減
）、
特
別
会
計
８
０
６

億
９
２
５
０
万
円
（
４
・

７
％
増
）、
病
院
事
業
会

計
27
億
５
１
５
０
万
円

（
１
５
６
・
８
％
増
）、
水

道
事
業
会
計
１
４
１
億
８

１
０
０
万
円
（
１
・
４
％

増
）、
下
水
道
事
業
会
計

１
２
８
億
６
６
０
０
万
円

（
０
・
２
％
増
）。
普
通
建

設
事
業
費
は
72
億
３
０
５

８
万
１
０
０
０
円
（
27
・

２
％
減
）。
建
設
関
係
の

主
な
事
業
（
▼
は
新
規
）

は
次
の
通
り
。

　

▽
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
親

局
改
修
・
遠
隔
制
御
装
置

整
備
に
６
７
０
０
万
円
▼

防
災
セ
ン
タ
ー
及
び
備
蓄

倉
庫
改
修
に
８
３
０
０
万

円
＝
災
害
時
の
備
蓄
倉
庫

及
び
避
難
者
の
発
熱
時
に

隔
離
で
き
る
個
室
等
を
整

備
▽
防
災
用
備
蓄
倉
庫
整

備
に
２
６
０
０
万
円
▽
一

条
高
等
学
校
附
属
中
学
校

開
校
（
施
設
整
備
）
に
１

億
５
０
０
０
万
円
と
債
務

負
担
行
為
設
定
＝
学
校
敷

地
内
の
設
備
移
設
工
事
と

改
築
す
る
校
舎
等
の
一
部

を
解
体
▽
小
・
中
学
校
ト

イ
レ
改
修
＝
避
難
所
で
あ

る
体
育
館
の
ト
イ
レ
改
修

完
了
に
伴
い
、
継
続
し
て

校
舎
の
ト
イ
レ
改
修
を
進

め
る
。
小
学
校
４
校
４
億

６
０
９
９
万
円
、
中
学
校

８
校
10
億
２
５
０
８
万
円

▼
キ
ッ
ズ
・
ゾ
ー
ン
整
備

に
１
０
０
０
万
円
▼
柏
木

公
園
整
備
に
２
億
４
０
０

０
万
円
＝
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
の
開
所
に
伴
い
、
公
園

を
一
体
整
備
す
る
▽
運
動

公
園
と
旧
奈
良
監
獄
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
１

億
４
１
６
８
万
円
＝
法
務

省
に
よ
る
旧
奈
良
監
獄
・

活
用
事
業
と
連
携
し
、
旧

奈
良
監
獄
を
活
用
し
た
民

間
ホ
テ
ル
の
開
業
（
令
和

６
年
予
定
）
を
見
据
え
、

運
動
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
等
に
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
等
を
活
用
し
て

官
民
連
携
に
よ
る
一
体
的

な
整
備
を
行
う
▼
ロ
ー
ト

ア
リ
ー
ナ
奈
良
（
中
央
体

育
館
）
機
能
向
上
に
４
０

０
０
万
円
▼
ロ
ー
ト
フ
ィ

ー
ル
ド
奈
良
（
鴻
ノ
池
陸

上
競
技
場
）
１
種
公
認
継

続
に
１
億
５
７
０
０
万
円

と
債
務
負
担
行
為
設
定
＝

引
き
続
き
全
国
規
模
の
大

会
を
開
催
す
る
為
に
公
認

継
続
に
必
要
な
改
修
を
行

う
▼
ロ
ー
ト
奈
良
テ
ニ
ス

コ
ー
ト（
鴻
ノ
池
コ
ー
ト
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
５
１
０

０
万
円
＝
経
年
劣
化
に
伴

い
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
９
面
の

改
修
を
行
う
▽
街
路
灯
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化（
ハ
イ
ウ
ェ
イ
灯
）

に
８
０
０
０
万
円
▽
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

に
９
５
４
２
万
円
＝
新
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
核
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
構
想
と
と
も
に
、
建

設
に
必
要
と
な
る
基
本
計

画
等
の
策
定
を
行
う
。
ま

た
、
建
設
と
建
設
候
補
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

を
行
う
に
あ
た
り
、
必
要

と
な
る
対
策
等
に
つ
い
て

も
検
討
▼
基
盤
整
備
検
討

調
査
に
１
億
４
０
５
０
万

円
と
債
務
負
担
行
為
設
定

＝
土
地
区
画
整
理
事
業
調

査
業
務
、
都
市
計
画
及
び

農
政
協
議
業
務
等
▽
西
九

条
佐
保
線
街
路
整
備
に
１

０
０
０
万
円
▽
市
道
南
部

90
・
１
１
８
号
線
道
路
改

良
に
１
０
０
０
万
円
▽
Ｊ

Ｒ
新
駅
西
口
駅
前
広
場
整

備
１
３
０
０
万
円
▽
六
条

奈
良
阪
線
（
東
西
工
区
）

街
路
整
備
に
２
億
８
７
０

０
万
円
▼
平
城
・
相
楽
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生
に
２

５
０
８
万
円
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
停
滞
し
た
経
済
活
動

や
疲
弊
し
た
地
域
経
済
の

回
復
に
は
、
時
間
が
か
か

る
と
見
ら
れ
同
市
に
お
い

て
は
市
税
を
中
心
と
し
た

歳
入
に
つ
い
て
短
期
間
で

の
増
収
は
見
込
め
な
い
一

方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
高

齢
化
の
進
行
や
子
育
て
等

に
対
応
す
る
社
会
保
障
経

費
が
引
き
続
き
増
加
す

る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応

す
る
経
費
も
継
続
し
て
見

込
ま
れ
る
な
ど
厳
し
い
財

　

近
畿
地
方
整
備
局
大
和

川
河
川
事
務
所
は
、「
大

和
川
水
辺
整
備
計
画
と
り

ま
と
め
業
務
」
に
簡
易
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
２

月
25
日
に
公
示
、
技
術
提

案
書
を
４
月
11
日
正
午
ま

で
受
け
付
け
る
。

　

業
務
は
、
同
事
務
所
に

お
け
る
地
域
と
連
携
し
た

　

近
畿
地
方
整
備
局
大
和

川
河
川
事
務
所
が
２
月
16

日
開
札
し
た
一
般
競
争
入

札
「
大
和
川
窪
田
遊
水
地

　

近
畿
地
方
整
備
局
奈
良

国
道
事
務
所
が
２
月
18
日

開
札
し
た
一
般
競
争
入
札

「
大
和
御
所
道
路
土
橋
西

地
区
構
造
物
工
事
」
は
山

上
組
が
２
億
３
４
５
０
万

円
、「
大
和
御
所
道
路
大

和
川
一
般
部
高
架
橋
Ａ
２

橋
台
他
工
事
」
は
清
川
組

　

近
畿
地
方
整
備
局
紀
伊

山
系
砂
防
事
務
所
が
２
月

18
日
開
札
し
た
「
冷
水
２

号
集
水
井
集
水
ボ
ー
リ
ン

政
状
況
が
続
く
と
予
想
さ

れ
る
。
市
民
の
生
活
様
式

や
働
き
方
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
に
よ
り
大
き

く
変
化
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク

や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取

組
が
進
む
等
社
会
全
体
が

変
革
の
時
期
を
迎
え
て
い

る
。
行
政
に
お
い
て
も
各

水
辺
整
備
の
検
討
、
自
転

車
利
用
の
検
討
、
大
和
川

水
環
境
協
議
会
の
運
営
に

関
す
る
資
料
作
成
等
を
行

う
も
の
。
業
務
場
所
は
大

阪
市
住
之
江
区
～
奈
良
市
。

委
託
期
間
５
年
２
月
28
日
。

　

参
加
資
格
は
単
体
企

業
、
同
一
の
組
合
ま
た
は

同
一
の
設
計
共
同
体
の
い

水
路
設
置
他
工
事
」
は
山

上
組
が
２
億
８
５
０
万
円

で
落
札
し
た
。
入
札
情
報

は
④
面
掲
載
。

が
２
億
４
４
０
万
円
、「
大

和
御
所
道
路
大
和
川
一
般

部
高
架
橋
Ａ
４
橋
台
他
工

事
」
は
清
川
組
が
２
億
９

０
０
万
円
で
、「
長
殿
道

路
仮
設
構
台
設
置
工
事
」

は
檜
尾
建
設
が
２
億
４
６

８
８
万
円
で
落
札
し
た
。

入
札
情
報
は
④
面
掲
載
。

グ
工
事
」は
中
和
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
１
億
５
３

０
０
万
円
で
落
札
し
た
。

入
札
情
報
は
④
面
掲
載
。

種
課
題
や
社
会
的
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
為
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
手
法
と
認
識
に

つ
い
て
根
本
的
に
見
直

し
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
４
年
度
予
算
編
成

は
、
義
務
的
経
費
や
継
続

的
な
事
業
を
中
心
に
編
成

ず
れ
か
で
、
近
畿
地
方
整

備
局
（
港
湾
空
港
関
係
を

除
く
）に
お
け
る
令
和
３
・

４
年
度
土
木
関
係
建
設
コ

す
る
も
の
と
し
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
向
け
た
社
会
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
て
、
市

民
の
い
の
ち
・
生
活
を
守

り
市
民
の
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
や
持
続
可
能

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

を
目
指
す
も
の
と
し
た
。

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
係

る
一
般
競
争（
指
名
競
争
）

参
加
資
格
の
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と
―
な
ど
。

大和川河川大和川河川

奈良国道

紀伊山系

大
和
川
水
辺
整
備
計
画
と
り
ま
と
め

大
和
川
水
辺
整
備
計
画
と
り
ま
と
め

大
和
川
窪
田
遊
水
地
水
路
設
置
他

大
和
川
窪
田
遊
水
地
水
路
設
置
他

大
和
御
所
道
路
土
橋
西
な
ど
４
件

大
和
御
所
道
路
土
橋
西
な
ど
４
件

冷
水
２
号
集
水
井
ボ
ー
リ
ン
グ

冷
水
２
号
集
水
井
ボ
ー
リ
ン
グ

４
月
４
月
1111
日
ま
で
提
案
受
付

日
ま
で
提
案
受
付

山

上

組

が

落

札

山

上

組

が

落

札

山
上
、
清
川
、
檜
尾
へ

山
上
、
清
川
、
檜
尾
へ

中
和
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
へ

中
和
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
へ
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五條市の令和４年度一般会計・特別会計予算総括表

　

五
條
市
の
令
和
４
年
度

当
初
予
算
案
は
総
額
３
０

８
億
８
１
１
万
円
で
対
前

年
度
比
11
・
２
％
減
。
内

訳
は
一
般
会
計
１
８
１
億

７
０
０
０
万
円
（
18
・
６

％
減
）、
特
別
会
計
89
億

２
２
３
０
万
円
（
２
・
７

％
増
）、
下
水
道
事
業
会

計
14
億
６
４
１
６
万
１
０

０
０
円
（
２
・
６
％
減
）、

水
道
事
業
会
計
22
億
５
１

６
４
万
９
０
０
０
円（
１
・

９
％
増
）。

　

一
般
会
計
の
う
ち
普
通

建
設
事
業
費
は
13
億
７
５

２
８
万
円（
75
・
６
％
減
）。

五
條
中
央
公
園
及
び
上
野

公
園
の
長
寿
命
化
計
画
策

定
、
都
市
計
画
道
路
未
整

備
区
間
の
計
画
見
直
し
、

庁
舎
跡
地
活
用
検
討
調
査

な
ど
を
実
施
す
る
。
建
設

関
係
の
主
な
事
業
は
次
の

通
り
（
単
位
千
円
）。

　
【
子
ど
も
を
育
て
た
い

ま
ち
を
つ
く
る
】

　

▽
認
定
こ
ど
も
園
整
備

事
業
・
管
理
運
営
事
業（
６

１
８
、
７
６
４
）
＝
認
定

こ
ど
も
園
整
備
基
本
計
画

に
基
づ
き
実
施
す
る
認
定

こ
ど
も
園
の
整
備
及
び
４

月
に
同
時
開
園
す
る
３
園

の
運
営
管
理
①
こ
ど
も
園

建
築
工
事
費
・
監
理
費（
１

１
９
、０
２
０
）②
そ
の
他

（
４
８
８
、３
１
２
）
外
。

　

▽
小
中
学
校
長
寿
命
化

事
業
（
３
、
２
０
０
）
＝

環
境
改
善
対
策
と
し
て
ト

イ
レ
洋
式
化
へ
改
修
設
計

業
務
委
託
。

　
【
安
心
し
て
定
住
で
き

る
ま
ち
を
つ
く
る
】

　

▽
防
災
拠
点
施
設
整
備

協
力
事
業
・
地
籍
調
査
事

業
（
２
８
、
０
６
３
）
＝

陸
自
駐
屯
地
誘
致
に
関

し
、
防
衛
省
等
へ
の
要
望

活
動
や
県
南
部
陸
上
自
衛

隊
駐
屯
地
誘
致
推
進
協
議

会
の
活
動
等
。
ま
た
、
県

が
行
う
大
規
模
広
域
防
災

拠
点
整
備
に
係
る
地
元
説

明
会
な
ど
の
関
連
地
区
や

地
権
者
の
合
意
取
得
に
つ

い
て
積
極
的
に
協
力
。

　

▽
地
域
公
共
交
通
対
策

事
業（
１
１
０
、２
１
５
）＝

地
域
社
会
の
利
便
性
と
暮

ら
し
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
な
ど
地

域
公
共
交
通
対
策
を
推
進
。

　

▽
移
住
定
住
推
進
事

業
・
移
住
体
験
型
住
宅
事

業
（
１
、
９
８
６
）。

　

▽
空
家
対
策
事
業（
７
、

４
５
８
）
＝
①
空
家
情
報

バ
ン
ク
運
営
サ
ポ
ー
ト
委

託
費
（
１
、
０
９
５
）
②

空
家
等
対
策
現
地
調
査
業

務
委
託
費
（
３
６
１
）
③

空
家
等
除
却
事
業
補
助
金

（
５
、
０
０
０
）
④
緊
急

安
全
措
置
に
係
る
経
費

（
５
０
０
）。

　

▽
地
籍
調
査
事
業
（
６

９
、
８
５
７
）
＝
土
地
取

引
の
円
滑
化
・
公
共
事
業

の
効
率
化
・
災
害
復
旧
の

迅
速
化
を
図
る
た
め
土
地

の
現
況
に
合
っ
た
正
確
な

地
籍
図
を
作
成
。
調
査
対

象
地
域
は
二
見
３
丁
目
・

６
丁
目
、
新
町
３
丁
目
、

今
井
町
、
御
山
町
、
大
野

町
、
黒
駒
町
、
丹
原
町
、

阪
合
部
新
田
町
、
岡
町
、

西
吉
野
町
湯
川
、
大
塔
町

中
原
の
各
一
部
。

　

▽
住
宅
・
建
築
物
安
全

ス
ト
ッ
ク
形
成
事
業（
１
、

０
８
４
）
＝
木
造
住
宅
耐

震
改
修
工
事
に
対
し
て
補

助
。
耐
震
化
率
を
現
在
の

82
％
か
ら
７
年
度
ま
で
に

95
％
と
す
る
こ
と
を
目
標

に
設
定
。

　

▽
都
市
公
園
改
修
整
備

事
業
（
１
３
、
８
４
０
）

＝
五
條
中
央
公
園
及
び
上

野
公
園
の
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
る
た
め
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
。

　

▽
水
道
事
業
（
簡
易
水

道
）
繰
出
金
（
２
２
７
、

７
３
６
）
＝
①
簡
易
水
道

事
業
補
助
（
１
６
６
、
３

３
６
）
②
簡
易
水
道
事
業

出
資
（
６
１
、４
０
０
）。

　

▽
下
水
道
事
業
繰
出
金

（
５
４
５
、
０
８
８
）
＝

①
下
水
道
事
業
補
助
（
３

３
９
、
７
２
９
）
②
下
水

道
事
業
出
資
（
２
０
５
、

３
５
９
）。

　
【
地
域
資
源
を
活
か
し

た
産
業
の
ま
ち
を
つ
く
る
】

　

▽
西
吉
野
農
業
高
校
魅

力
化
推
進
事
業
＝
温
室
・

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
整
備

事
業
（
１
５
、４
１
６
）。

　

▽
鳥
獣
対
策
事
業
（
１

０
９
、
９
８
６
）
＝
有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
の

電
気
柵
・
金
網
柵
の
設
置

並
び
に
捕
獲
事
業
。

　

▽
森
林
整
備
事
業
（
８

２
、
６
５
０
）
＝
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
て
森

林
整
備
・
木
材
利
用
の
推

進
等
。

　

▽
林
道
整
備
事
業
（
３

９
、
６
５
９
）
＝
林
道
の

基
盤
整
備
、
施
設
の
維
持

強
化
の
た
め
林
道
の
改
良

並
び
に
林
道
橋
の
点
検
等

を
実
施
。

　

▽
企
業
誘
致
等
促
進
事

業
（
５
５
、
７
５
３
）。

　

▽
重
伝
建
地
区
保
存
事

業
（
２
６
、
９
７
３
）
＝

五
條
新
町
重
伝
建
地
区
に

お
け
る
家
屋
修
理
修
景
。

　
【
南
部
地
域
の
交
流
拠

点
と
な
る
ま
ち
を
つ
く
る
】

　

▽
路
線
バ
ス
運
行
維
持

対
策
事
業
（
３
９
、
１
３

１
）。

　

▽
道
路
新
設
改
良
事
業

（
２
７
２
、３
８
２
）＝
市

道
の
新
設
改
良
を
実
施
①

家
屋
調
査
・
測
量
設
計
業

務
委
託
料
（
１
６
、
４
４

２
）
②
道
路
新
設
改
良
工

事
費（
市
道
大
津
相
谷
線
、

旧
岡
中
線
外
）（
１
７
０
、

０
０
０
）
③
通
学
路
の
安

全
対
策
舗
装
・
交
通
対
策

工
事
費
等
（
４
８
、
０
０

０
）④
公
有
財
産
購
入
費
・

補
償
費
（
旧
岡
中
線
外
）

（
３
５
、
０
０
０
）
外
。

　

▽
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

（
２
９
５
、
０
０
０
）
＝

市
内
の
橋
梁
点
検
を
行
う

と
と
も
に
長
寿
命
化
に
向

け
た
補
修
・
補
強
工
事
等

を
実
施
①
橋
梁
点
検
委
託

費
（
８
０
橋
）（
７
０
、
０

０
０
）
②
長
寿
命
化
工
事

設
計
業
務
委
託
費
（
15

橋
）（
８
５
、
０
０
０
）
③

橋
梁
修
繕
工
事
（
１
橋
）

（
１
４
０
、
０
０
０
）。

　

▽
都
市
計
画
施
設
整
備

事
業
（
４
、
５
９
０
）
＝

市
民
の
土
地
利
用
の
推
進

を
図
る
た
め
都
市
計
画
道

路
の
未
整
備
区
間
を
含
ん

で
い
る
路
線
の
計
画
を
見

直
し
検
討
。

　
【
す
べ
て
の
人
が
社
会

参
加
す
る
ま
ち
を
つ
く
る
】

　

▽
地
域
デ
ジ
タ
ル
推
進

事
業
（
４
２
、
１
１
０
）

＝
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
・
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

推
進
計
画
及
び
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
に
基

づ
き
、
地
域
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
を
遅
延
な
く
推
進
。

　

▽
庁
舎
跡
地
整
備
事

業
・
公
共
施
設
の
在
り
方

検
討
事
業（
６
、１
０
２
）

＝
①
庁
舎
跡
地
活
用
調
査

業
務
委
託
料
（
４
、
９
７

２
）
②
五
條
市
庁
舎
跡
地

等
活
用
検
討
委
員
会
経
費

（
４
５
７
）
③
公
共
施
設

の
在
り
方
検
討
経
費
（
６

２
３
）。

　

▽
大
塔
地
区
再
生
事
業

（
大
塔
ラ
イ
フ
ハ
ウ
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
）（
４
、

４
９
２
）
＝
旧
大
塔
小
中

学
校
を
拠
点
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
行
う
社
会
福

祉
事
業
団
に
対
す
る
支
援

等
を
実
施
。

　

奈
良
県
奈
良
公
園
事
務

所
は
、
次
の
委
託
業
務
４

件
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
係
る
参
加
意
向
申
出

書
及
び
提
案
書
等
を
３
月

10
日
ま
で
受
け
付
け
、
受

託
者
を
３
月
16
日
ま
で
に

選
定
す
る
。
委
託
期
間
５

年
３
月
31
日
。
担
当
は
管

理
課
庶
務
管
理
係
（
電
話

０
７
４
２
―
２
２
―
０
３

７
５
）。

　
【
吉
城
園
・
旧
山
口
氏

南
都
別
邸
庭
園
施
設
運
営

及
び
使
用
料
徴
収
業
務

（
旧
山
口
氏
南
都
別
邸
庭

園
維
持
管
理
事
業
）】

　

吉
城
園
は
奈
良
時
代
の

地
形
を
残
し
た
緑
豊
か
な

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭

五 條 市

４
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

４
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

都
市
公
園
長
寿
命
化
計
画
や

都
市
公
園
長
寿
命
化
計
画
や

庁
舎
跡
地
活
用
検
討
調
査
等

庁
舎
跡
地
活
用
検
討
調
査
等

一
般
会
計
１
８
２
億
円

一
般
会
計
１
８
２
億
円

奈良公園 
事 務 所

庭
園
施
設
運
営
な
ど
プ
ロ
ポ
４
件

庭
園
施
設
運
営
な
ど
プ
ロ
ポ
４
件

３
月
３
月
1010
日
ま
で
受
付

日
ま
で
受
付

和
60
年
以
降
に
県
が
整
備

し
て
き
た
。
庭
園
単
独
で

文
化
財
指
定
は
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
こ
れ
に
準

じ
た
庭
園
で
あ
る
こ
と
か

ら
質
の
高
い
施
設
運
営
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

　

旧
山
口
氏
南
都
別
邸
庭

園
は
、
日
本
を
代
表
す
る

文
化
人
が
交
流
し
た
場
と

し
て
、
近
代
の
奈
良
公
園

を
代
表
す
る
庭
園
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。

近
年
、県
は
同
庭
園
を「
大

正
期
作
庭
の
庭
園
」
と
し

て
復
元
し
、
令
和
２
年
５

月
に
開
園
し
た
。

　

今
回
の
業
務
は
、
吉
城

園
及
び
旧
山
口
氏
南
都
別

邸
庭
園
（
両
庭
園
内
の
茶

室
を
含
む
）
に
お
い
て
施

設
運
営
や
使
用
料
徴
収
及

び
こ
れ
に
関
連
す
る
業
務

に
つ
い
て
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
う
も
の
。

　

業
務
場
所
は
奈
良
市
登

大
路
町
・
水
門
町
及
び
高

畑
町
。
業
務
対
象
施
設
は

吉
城
園
庭
園
・
茶
室
等
と

旧
山
口
氏
南
都
別
邸
庭

園
・
茶
室
等
。
業
務
内
容

は
①
施
設
案
内
及
び
受
付

業
務
②
吉
城
園
茶
室
及
び

旧
山
口
氏
南
都
別
邸
茶
室

使
用
料
徴
収
業
務
③
そ
の

他
関
連
業
務
。
委
託
料
上

限
額
１
０
９
２
万
３
０
０

０
円
込
。

　

参
加
資
格
は
▽
過
去
５

年
間
（
平
成
29
年
２
月
１

日
～
令
和
４
年
１
月
31

日
）
に
履
行
完
了
し
て
い

る
同
種
同
規
模
（
有
料
・

無
料
は
問
わ
な
い
観
賞
用

庭
園
で
面
積
が
５
０
０
０

平
方
㍍
以
上
）
の
庭
園
施

設
運
営
及
び
使
用
料
徴
収

業
務
に
係
る
受
注
実
績

（
元
請
に
限
る
）
を
有
し

て
い
る
こ
と
▽
県
内
に
主

た
る
事
務
所
及
び
活
動
の

拠
点
を
置
き
当
該
業
務
を

実
施
で
き
る
団
体
で
あ
る

こ
と
―
な
ど
。

　
【
旧
山
口
氏
南
都
別
邸

庭
園
管
理
業
務
（
旧
山
口

氏
南
都
別
邸
庭
園
維
持
管

理
事
業
）】

　

旧
山
口
氏
南
都
別
邸
庭

園
は
大
正
期
に
作
庭
さ

れ
、
志
賀
直
哉
や
武
者
小

路
実
篤
な
ど
日
本
を
代
表

す
る
文
化
人
が
交
流
し
た

場
と
し
て
近
代
の
奈
良
公

園
を
代
表
す
る
庭
園
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。

　

今
回
の
業
務
は
、
旧
山

口
氏
南
都
別
邸
庭
園
に
お

い
て
、
庭
園
内
の
樹
木
等

の
植
栽
管
理
を
行
う
庭
園

管
理
業
務
及
び
こ
れ
に
関

連
す
る
業
務
を
行
う
も
の
。

　

業
務
場
所
は
奈
良
市
高

畑
町
。
業
務
対
象
施
設
は

旧
山
口
氏
南
都
別
邸
庭
園

（
７
４
８
４
・
75
平
方
㍍
）

及
び
茶
室
。
業
務
内
容
は

①
作
業
計
画
及
び
現
場
管

理
②
植
栽
管
理
。
委
託
料

上
限
額
８
４
３
万
７
０
０

０
円
込
。

　

参
加
資
格
は
▽
造
園
工

事
業
の
一
般
建
設
業
許
可

ま
た
は
特
定
建
設
業
許
可

を
受
け
、
県
建
設
工
事
等

競
争
入
札
参
加
資
格
を
有

す
る
建
設
業
者
▽
造
園
の

登
録
▽
造
園
工
事
に
つ
い

て
の
総
合
評
定
値
が
６
５

０
点
以
上
で
あ
る
こ
と
▽

県
奈
良
土
木
事
務
所
管
内

に
本
店
を
有
し
て
い
る
こ

と
▽
過
去
５
年
間
（
平
成

29
年
２
月
１
日
～
令
和
４

年
１
月
31
日
）
に
履
行
完

了
し
て
い
る
同
種
同
規
模

（
有
料
・
無
料
は
問
わ
な

い
観
賞
用
庭
園
で
面
積
が

５
０
０
０
平
方
㍍
以
上
）

の
庭
園
管
理
業
務
に
係
る

元
請
実
績
を
有
し
て
い
る

こ
と
―
な
ど
。

　
【
吉
城
園
庭
園
管
理
業

務
（
吉
城
園
維
持
管
理
事

業
）】

　

吉
城
園
は
、
万
葉
集
に

詠
ま
れ
た
吉
城
川
や
名
勝

依
水
園
に
隣
接
す
る
、
奈

良
時
代
の
地
形
を
残
し
た

緑
豊
か
な
地
で
あ
る
こ
と

等
の
理
由
か
ら
昭
和
60
年

に
県
に
お
い
て
緑
地
公
園

（
依
水
園
緑
地
）
と
し
て

整
備
し
て
き
た
。

　

今
回
の
業
務
は
、
吉
城

園
内
の
樹
木
等
の
植
栽
管

理
を
行
う
庭
園
管
理
業
務

及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
業

務
を
行
う
も
の
。
業
務
場

所
は
奈
良
市
登
大
路
町
・

水
門
町
。
業
務
対
象
施
設

は
吉
城
園
庭
園
（
８
０
５

３
・
31
平
方
㍍
）。
業
務

内
容
は
①
作
業
計
画
及
び

現
場
管
理
②
植
栽
管
理
。

委
託
料
上
限
額
９
２
８
万

４
０
０
０
円
込
。

　

参
加
資
格
は
前
同
。

　
【
県
営
自
動
車
駐
車
場

交
通
誘
導
業
務
委
託
】

　

業
務
場
所
は
奈
良
市
登

大
路
町
。
委
託
料
上
限
額

６
８
９
万
９
７
９
４
円
込
。

　

参
加
資
格
は
▽
物
品
購

入
等
に
係
る
競
争
入
札
参

加
資
格
者
の
う
ち
営
業
種

目
「
建
物
管
理
」
の
小
分

類
「
警
備
・
受
付
等
」
を

主
業
種
と
し
、
警
備
部
門

の
従
業
員
数
が
20
名
以
上

有
す
る
者
と
し
て
登
録
し

て
い
る
こ
と
▽
本
店
・
支

店
ま
た
は
営
業
所
等
の
所

在
地
が
奈
良
市
内
に
登
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
▽
警
備

業
法
規
定
に
よ
る
公
安
委

員
会
の
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
▽
過
去
５
年
間

（
平
成
29
年
２
月
１
日
～

令
和
４
年
１
月
31
日
）
に

履
行
完
了
し
て
い
る
同
種

同
規
模
（
公
営
・
民
営
は

問
わ
な
い
。
駐
車
台
数
１

０
０
台
以
上
）
の
駐
車
場

警
備
業
務
に
係
る
受
注
実

績
（
元
請
に
限
る
）
を
有

し
て
い
る
こ
と
―
な
ど
。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は



価
格
動
向
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
、
異
形

価
格
動
向
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
、
異
形  

棒
鋼
、Ｈ
形
鋼
、木
材
、石
油
が「
や
や
上
昇
」

棒
鋼
、Ｈ
形
鋼
、木
材
、石
油
が「
や
や
上
昇
」

　

国
土
交
通
省
は
さ
き
ご

ろ
、主
要
建
設
資
材
需
給
・

価
格
動
向
調
査
結
果
（
建

設
資
材
モ
ニ
タ
ー
調
査
・

２
月
１
日
～
５
日
現
在
）

を
ま
と
め
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
国

の
建
設
資
材
の
▽
価
格
動

向
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材

（
新
材
・
再
生
材
）、
異
形

棒
鋼
、Ｈ
形
鋼
、木
材
（
型

枠
用
合
板
）
及
び
石
油
が

「
や
や
上
昇
」、
そ
の
他
の

資
材
は
「
横
ば
い
」
▽
需

給
動
向
は
木
材
（
型
枠
用

合
板
）が「
や
や
ひ
っ
迫
」、

そ
の
他
の
資
材
は「
均
衡
」

▽
在
庫
状
況
は
木
材
（
製

材
・
型
枠
用
合
板
）
が
「
や

や
品
不
足
」、
そ
の
他
の

資
材
は
「
普
通
」
―
と
な

っ
た
。

　

同
調
査
の
対
象
資
材
は

▽
セ
メ
ン
ト
（
普
通
ポ
ル

ト
ラ
ン
ド
・
バ
ラ
物
）
▽

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
建
築

用
）
▽
骨
材
（
砂
、砂
利
、

砕
石
、
再
生
砕
石
）
▽
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
（
密
粒

度
ア
ス
コ
ン
13
新
材
、
密

粒
度
ア
ス
コ
ン
13
再
生

材
）
▽
鋼
材
・
異
形
棒
鋼

（
Ｓ
Ｄ
２
９
５
Ａ
）
Ｄ
16

▽
鋼
材
・
Ｈ
形
鋼
（
２
０

０
㍉
×
１
０
０
㍉
×
５
・

５
㍉
×
８
㍉
）
▽
木
材
杉

正
角
・
特
１
等
（
３
㍍
×

10
・
５
㌢
×
10
・
５
㌢
）

▽
木
材
型
枠
用
合
板
・
輸

入
品
（
12
㍉
×
９
０
０
㍉

×
１
８
０
０
㍉
）
▽
石
油

（
軽
油
１
、
２
号
）
―
の

７
資
材
13
品
目
。

　

調
査
対
象
業
者
は
、
建

設
資
材
の
供
給
側
（
生
産

者
、
商
社
、
問
屋
、
販
売

店
、
特
約
店
）
と
需
要
側

（
建
設
業
者
）
か
ら
約
２

０
０
０
社
の
モ
ニ
タ
ー
を

選
定
。

　

う
ち
同
期
間
の
奈
良
県

内
の
状
況
は
次
の
通
り

（
▽
対
象
資
材
＝
①
今
回

の
価
格
動
向
②
今
回
の
需

給
動
向
③
今
回
の
在
庫
状

況
）。
指
数
は
、
現
在
の

価
格
動
向
を
１（
下
落
）、

２
（
や
や
下
落
）、３
（
横

ば
い
）、４（
や
や
上
昇
）、

５
（
上
昇
）
と
し
て
、
各

モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
回
答
を

各
都
道
府
県
別
に
集
計

し
、
そ
の
平
均
で
算
出
。

現
在
の
需
給
動
向
を
１

（
緩
和
）、２（
や
や
緩
和
）、

３
（
均
衡
）、
４
（
や
や

ひ
っ
迫
）、５
（
ひ
っ
迫
）

と
し
て
同
算
出
。
現
在
の

在
庫
状
況
を
１（
豊
富
）、

２
（
普
通
）、
３
（
や
や

品
不
足
）、４
（
品
不
足
）

と
し
て
同
算
出
。
括
弧
書

き
の
指
数
は
、
回
答
者
が

２
者
以
下
を
示
す
。

　

▽
セ
メ
ン
ト（
バ
ラ
物
）

＝
①
（
３
・
０
）
②
（
３
・

０
）
▽
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

＝
①
（
３
・
０
）
②
（
４
・

０
）
▽
骨
材
（
砂
）
＝
①

（
３
・
０
）
②
（
３
・
０
）

③
（
２
・
０
）
▽
骨
材
（
砂

利
）
＝
①
（
３
・
０
）
②

（
３
・
０
）
③
（
２
・
０
）

▽
骨
材（
砕
石
）＝
①（
４
・

０
）
②
（
３
・
０
）
③
（
２
・

０
）▽
骨
材（
再
生
砕
石
）

＝
①
３
・
７
②
３
・
０
③

２
・
０
▽
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

合
材
（
新
材
・
密
粒
度
ア

ス
コ
ン
）
＝
①
３
・
７
②

３
・
０
▽
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

合
材
（
再
生
材
・
密
粒
度

ア
ス
コ
ン
）
＝
①
３
・
７

②
３
・
０
▽
異
形
棒
鋼
＝

①
３
・
７
②
３
・
３
③
２
・

３
▽
Ｈ
形
鋼
＝
①
３
・
５

②
３
・
８
③
２
・
８
▽
木

材
（
製
材
）
＝
①
３
・
２

②
３
・
８
③
３
・
０
▽
木

材
（
型
枠
用
合
板
）
＝
①

３
・
８
②
４
・
５
③
３
・

５
▽
石
油
＝
①
４
・
３
②

２
・
８
。

　

日
本
建
設
機
械
工
業
会

が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
１

月
の
建
設
機
械
出
荷
金
額

は
、
国
内
は
１
・
４
％
増

の
７
２
８
億
円
、
国
外
は

49
・
１
％
増
の
１
５
３
２

億
円
と
な
り
、
総
合
計

29
・
５
％
増
の
２
２
６
０

億
円
と
な
っ
た
。
そ
の
結

果
、
国
内
は
３
ヵ
月
連
続

の
増
加
、
国
外
は
15
ヵ
月

連
続
の
増
加
と
な
り
、
総

合
計
で
は
15
ヵ
月
連
続
の

増
加
と
な
っ
た
。

　

国
内
を
機
種
別
に
見
る

と
、
ト
ラ
ク
タ
３
・
６
％

増
の
76
億
円
、
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
15
・
０
％
増
の
２
２

０
億
円
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル

２
・
１
％
増
の
62
億
円
、

油
圧
ブ
レ
ー
カ
・
圧
砕
機

日 建 機

建
設
機
械
出
荷
金
額

建
設
機
械
出
荷
金
額  

１１
月月

国
内
は
１
・
４
％
増

国
内
は
１
・
４
％
増

16
・
５
％
増
の
17
億
円
の

４
機
種
と
補
給
部
品
が
増

加
し
た
こ
と
か
ら
、
国
内

全
体
で
は
１
・
４
％
の
増

建設機械出荷金額統計
（2022年1月）

金額単位：百万円

出荷品目 出荷金額 
（前年同月・期比増減％）

トラクタ
国内 7,573 （ 3.6 ）
輸出 17,927 （ 70.8 ）
小計 25,500 （ 43.2 ）

油圧ショベル
国内 21,950 （ 15.0 ）
輸出 55,119 （ 31.1 ）
小計 77,069 （ 26.1 ）

ミニショベル
国内 6,174 （ 2.1 ）
輸出 27,993 （ 31.0 ）
小計 34,167 （ 24.6 ）

建設用クレーン
国内 11,576 （ -6.0 ）
輸出 5,170 （ 32.9 ）
小計 16,746 （ 3.3 ）

道路機械
国内 3,062 （ -14.2 ）
輸出 2,823 （ 21.8 ）
小計 5,885 （ -0.1 ）

コンクリート機械
国内 2,348 （ -13.9 ）
輸出 123 （ 70.8 ）
小計 2,471 （ -11.7 ）

基礎機械
国内 2,872 （ -15.1 ）
輸出 108 （ -60.3 ）
小計 2,980 （ -18.5 ）

油圧ブレーカ圧砕機
国内 1,738 （ 16.5 ）
輸出 858 （ 50.0 ）
小計 2,596 （ 25.8 ）

その他建設機械
国内 5,148 （ -9.7 ）
輸出 22,388 （ 95.2 ）
小計 27,536 （ 60.4 ）

本体合計　
国内 62,441 （ 1.3 ）
輸出 132,509 （ 43.2 ）
小計 194,950 （ 26.5 ）

補給部品
国内 10,353 （ 1.8 ）
輸出 20,673 （ 102.6 ）
小計 31,026 （ 52.3 ）

総合計
国内 72,794 （ 1.4 ）
輸出 153,182 （ 49.1 ）
小計 225,976 （ 29.5 ）

加
と
な
っ
た
。

　

国
外
を
機
種
別
に
見
る

と
、
ト
ラ
ク
タ
70
・
８
％

増
の
１
７
９
億
円
、
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
31
・
１
％
増
の

５
５
１
億
円
、
ミ
ニ
シ
ョ

ベ
ル
31
・
１
％
増
の
２
８

０
億
円
、
建
設
用
ク
レ
ー

ン
32
・
９
％
増
の
52
億
円
、

道
路
機
械
21
・
８
％
増
の

28
億
円
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

機
械
70
・
８
％
増
の
１
億

円
、
油
圧
ブ
レ
ー
カ
・
圧

砕
機
50
・
０
％
増
の
９
億

円
、
そ
の
他
建
設
機
械

95
・
２
％
増
の
２
２
４
億

円
の
８
機
種
と
補
給
部
品

が
増
加
し
た
。
地
域
別
に

見
る
と
、
北
米
が
13
ヵ
月

連
続
で
増
加
、
ア
ジ
ア
が

11
ヵ
月
連
続
で
増
加
す
る

な
ど
全
９
地
域
中
７
地
域

で
増
加
し
、
国
外
全
体
で

は
49
・
１
％
の
増
加
と
な

っ
た
。

国 交 省

建
設
資
材
モ
ニ
タ
ー
調
査（
２
月
１
日
～
５
日
現
在
）

建
設
資
材
モ
ニ
タ
ー
調
査（
２
月
１
日
～
５
日
現
在
）

需
給
動
向
は
木
材
が「
や
や
ひ
っ
迫
」

需
給
動
向
は
木
材
が「
や
や
ひ
っ
迫
」
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古くなったら交換古くなったら交換
火災警報以外の警報が鳴った
場合は警報器本体の故障か電
池切れです。警報器本体を交
換しましょう。

定期的な作動確認定期的な作動確認
点検ボタンを押すか点検ひも
をひっぱり、定期的に作動確
認をしましょう。作動確認を
しても警報器に反応がなけれ
ば、本体の故障か電池切れで
す。警報器の本体又は電池を
交換しましょう。

住宅用火災警報器の維持管理

３月１日（火）～７日（月）３月１日（火）～７日（月） 春の全国火災予防運動春の全国火災予防運動
重　点　目　標

（１）住宅防火対策の推進
（２）乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進
（３）放火火災防止対策の推進
（４）特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
（５）製品火災の発生防止に向けた取組の推進
（６）多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底
（７）林野火災予防対策の推進

重　点　目　標
（１）住宅防火対策の推進
（２）乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進
（３）放火火災防止対策の推進
（４）特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
（５）製品火災の発生防止に向けた取組の推進
（６）多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底
（７）林野火災予防対策の推進

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
火
災
予
防
意
識
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

住宅防火　いのちを守る　10のポイント
４つの習慣
１．寝たばこは絶対にしない、させない。
２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
３．こんろを使うときは火のそばを離れない。
４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
６つの対策
１．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
４．火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

住宅防火　いのちを守る　10のポイント
４つの習慣
１．寝たばこは絶対にしない、させない。
２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
３．こんろを使うときは火のそばを離れない。
４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
６つの対策
１．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
４．火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。
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代表取締役 藤 原 良 輔



①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

県
水
道
局

　
　
（
２
月
15
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
御
所
浄
水
場
２
系
Ｐ

Ａ
Ｃ
注
入
設
備
更
新
工
事

（
御
所
市
戸
毛
）＝
中
止
。

奈
良
市

　
　
（
２
月
28
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
都
跡
中
学
校
校
舎
ト

イ
レ
改
修
工
事
（
柏
木
町

13
番
地
）
＝
①
廣
岡
・
石

田
Ｊ
Ｖ
②
７
０
８
８
万
円

（
予
８
７
９
４
万
円
）
③

三
和
建
設
、
森
建
設
、
住

都
営
繕
、
平
井
建
設
、
大

倭
殖
産
（
辞
退
）、
谷
建

設（
辞
退
）、中
村
建
設（
辞

退
）、
松
田
組
（
辞
退
）。

　
　
（
３
月
１
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
帯
解
小
学
校
校
舎
ト

イ
レ
改
修
工
事
（
柴
屋
町

９
番
地
）
＝
①
広
成
②
４

３
７
１
万
６
０
０
０
円

（
予
５
６
５
１
万
円
）
③

廣
岡
建
設
、
森
建
設
、
住

都
営
繕
、
や
ま
と
建
設
、

石
田
建
設
、大
倭
殖
産（
辞

退
）、
谷
建
設
（
辞
退
）、

松
田
組
（
辞
退
）、
三
和

建
設
（
辞
退
）、
平
井
建

設
（
辞
退
）。

県
建
設
業
・
契

約
管
理
課

　
　
（
２
月
17
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
１
日
契

約
）

　

▼
浄
化
セ
ン
タ
ー
曝
気

沈
砂
池
設
備
更
新
（
機
械

設
備
）
工
事
（
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
）
Ｒ
３
浄

化
第
５
２
５
号
（
大
和
郡

山
市
額
田
部
南
町
）
＝
①

丸
島
ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム

（
評
価
値
81
・
８
１
８
）

②
１
億
３
７
５
０
万
円

（
比
１
億
４
０
８
１
万
８

０
０
０
円
）
③
丸
島
ア
ク

ア
シ
ス
テ
ム
の
み
④
沈
砂

掻
寄
機
の
更
新
３
台
、
揚

砂
ポ
ン
プ
の
更
新
１
台
。

設
計
は
関
西
エ
ン
ジ
ニ
ヤ

リ
ン
グ
が
担
当
。
工
期
５

年
３
月
24
日
。

　

▼
浄
化
セ
ン
タ
ー
沈
砂

ス
ク
リ
ー
ン
室
電
気
設
備

更
新
工
事
（
防
災
・
安
全

交
付
金
事
業
）
Ｒ
３
浄
化

第
５
３
３
号
（
前
同
）
＝

①
明
電
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
ズ
（
評
価
値
55
・
０
７

１
）
②
１
億
９
５
２
０
万

円
（
比
２
億
１
６
４
万
７

０
０
０
円
）
③
明
電
プ
ラ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
の
み
④

曝
気
沈
砂
池
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
の
更
新
２
面
、

曝
気
沈
砂
池
補
助
継
電
器

盤
の
更
新
２
面
、
１
号
揚

砂
ポ
ン
プ
現
場
操
作
盤
の

更
新
１
面
、
１
～
３
号
沈

砂
掻
寄
機
現
場
操
作
盤
３

面
。
設
計
は
三
水
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
東
峯
技
術
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
関
西
エ

ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
が
担

当
。工
期
５
年
７
月
31
日
。

　

▼
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー

３
号
脱
水
機
更
新
（
電
気

設
備
）
工
事
（
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
）
Ｒ
３
第

二
第
３
０
７
号
（
広
陵
町

萱
野
）
＝
①
東
芝
イ
ン
フ

ラ
シ
ス
テ
ム
ズ
（
評
価
値

52
・
３
１
５
）
②
２
億
３

０
０
万
円
（
比
２
億
７
８

２
万
１
０
０
０
円
）
③
東

芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ

の
み
④
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
の
更
新
２
面
、
補
助

継
電
器
盤
の
更
新
１
面
、

速
度
制
御
盤
の
更
新
３

面
、
現
場
操
作
盤
の
更
新

１
面
、
シ
ー
ケ
ン
ス
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
盤
の
更
新
２

面
、流
量
計
の
更
新
２
組
。

設
計
は
日
建
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
担
当
。
工
期

５
年
12
月
22
日
。

御
所
市

　
　
（
２
月
21
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
秋
津
小
学
校
屋
内
運

動
場
大
規
模
改
造
工
事
教

総
第
４
号
（
池
之
内
）
＝

①
ゴ
セ
ケ
ン
②
１
億
１
９

５
０
万
円
（
比
１
億
１
９

７
２
万
円
）
③
八
房
建
設

（
辞
退
）
④
屋
内
運
動
場

（
８
号
棟
）
Ｒ
Ｃ
造
平
屋

建
６
４
８
平
方
㍍
、
屋
外

便
所
（
７
号
棟
）
Ｓ
造
平

屋
建
18
・
76
平
方
㍍
、
渡

り
廊
下
Ｓ
造
平
屋
建
１
２

３
・
９
平
方
㍍
の
大
規
模

改
造
工
事
（
建
築
改
修
工

事
、電
気
設
備
改
修
工
事
、

機
械
設
備
改
修
工
事
、
そ

の
他
工
事
、
発
生
材
処
分

他
）。
設
計
は
岩
岸
設
計

が
担
当
。工
期
３
月
31
日
。

　

▼
御
所
市
健
康
増
進
ス

ポ
ー
ツ
施
設
一
次
造
成
工

事
生
学
第
２
号
（
小
殿
）

＝
①
葛
上
建
設
②
３
０
５

０
万
円
（
比
３
０
６
７
万

８
０
０
０
円
）
③
葛
上
建

設
の
み
④
土
工
１
式
、
取

壊
工
１
式
、
そ
の
他
。
工

期
９
月
30
日
。

　
　
（
２
月
21
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
御
所
市
立
小
学
校
空

調
設
備
設
置（
第
２
工
区
）

工
事
教
総
第
５
号（
林
他
）

＝
①
開
発
機
構
②
３
０
４

８
万
円
（
比
４
４
７
５
万

円
）
③
こ
し
の
水
道
設
備

（
辞
退
）、
岡
本
設
備
、
森

村
設
備
（
辞
退
）、五
伸
、

博
電
工
業
、吉
田
機
電（
辞

退
）、
新
世
紀
建
工
（
辞

退
）、大
和
ガ
ス（
辞
退
）、

沢
設
備
工
事
（
辞
退
）、

竹
島
暖
冷
工
業（
辞
退
）、

福
井
水
道
工
業
（
辞
退
）

④
３
月
31
日
。

　

▼
御
所
市
立
小
学
校
空

調
設
備
設
置（
第
１
工
区
）

工
事
教
総
第
６
号
（
旭
町

他
）
＝
①
博
電
工
業
②
３

２
８
０
万
円
（
比
４
７
９

２
万
円
）
③
こ
し
の
水
道

設
備（
辞
退
）、開
発
機
構
、

岡
本
設
備
、森
村
設
備（
辞

退
）、
五
伸
（
辞
退
）、
吉

田
機
電
（
辞
退
）、
新
世

紀
建
工
（
辞
退
）、
大
和

ガ
ス
（
辞
退
）、
沢
設
備

工
事
（
辞
退
）、
竹
島
暖

冷
工
業
、
福
井
水
道
工
業

（
辞
退
）
④
前
同
。

　

▼
舗
装
修
繕
工
事
建
第

63
号
（
小
殿
）
＝
①
一
伸

建
設
②
２
２
１
万
５
０
０

０
円
（
比
２
３
３
万
４
０

０
０
円
）。

　

▼
舗
装
修
繕
工
事
建
第

64
号
（
小
林
）
＝
①
一
伸

建
設
②
４
１
２
万
円
（
比

４
３
４
万
２
０
０
０
円
）。

近
畿
地
方
整
備

局
奈
良
国
道
事

務
所

　
　
（
２
月
18
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
大
和
北
道
路
岩
井
川

市
道
橋
上
部
工
事
（
奈
良

市
八
条
１
丁
目
～
杏
町
）

＝
①
豊
工
業
所
②
１
億
３

０
５
０
万
円
（
予
１
億
３

５
０
５
万
円
）
③
豊
工
業

所
の
み
④
工
場
製
作
工
１

式
、
工
場
製
品
輸
送
工
１

式
、
鋼
橋
架
設
工
１
式
、

橋
梁
現
場
塗
装
工
１
式
、

床
版
工
１
式
、
橋
梁
付
属

物
工
１
式
、
鋼
橋
足
場
等

設
置
工
１
式
、
仮
設
工
１

式
、
舗
装
工
１
式
、
踏
掛

版
工
１
式
。
工
期
５
年
５

月
31
日
（
余
裕
期
間
３
月

31
日
）。

　

▼
大
和
御
所
道
路
土
橋

西
地
区
構
造
物
工
事
（
橿

原
市
小
槻
町
～
土
橋
町
）

＝
①
山
上
組
②
２
億
３
４

５
０
万
円
（
予
２
億
４
０

４
５
万
円
）
③
奈
良
県
緑

化
土
木
協
同
組
合
、
中
和

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
辞
退
）、森
下
組（
辞
退
）、

清
川
組
（
辞
退
）、
田
原

建
設
（
辞
退
）
④
カ
ル
バ

ー
ト
工
１
式
、
排
水
構
造

物
工
１
式
、
情
報
ボ
ッ
ク

ス
工
１
式
、
付
帯
設
備
工

１
式
、
舗
装
工
１
式
、
構

造
物
撤
去
工
１
式
、
仮
設

工
１
式
。
工
期
５
年
６
月

30
日（
余
裕
期
間
前
同
）。

　

▼
大
和
御
所
道
路
大
和

川
一
般
部
高
架
橋
Ａ
２
橋

台
他
工
事（
川
西
町
下
永
）

＝
①
清
川
組
②
２
億
４
４

０
万
円
（
予
２
億
２
５
７

４
万
円
）
③
中
村
建
設
、

中
西
建
設（
辞
退
）、奈
良

県
緑
化
土
木
協
同
組
合
、

村
本
道
路
、
オ
ー
テ
ッ
ク

（
無
効
）、中
尾
組（
辞
退
）、

大
和
建
設（
辞
退
）、山
上

組（
無
効
）、
森
下
組
、
田

原
建
設
（
無
効
）
④
橋
台

工
１
式
、仮
設
工
（
土
留
・

仮
締
切
工
）
１
式
、
河
川

土
工
１
式
、
法
覆
護
岸
工

１
式
、付
帯
道
路
工
１
式
、

構
造
物
撤
去
工
１
式
、
仮

設
工
（
作
業
ヤ
ー
ド
整
備

工
）
１
式
。
工
期
前
同
。

　

▼
大
和
御
所
道
路
大
和

川
一
般
部
高
架
橋
Ａ
４
橋

台
他
工
事（
前
同
）＝
①
清

川
組
②
２
億
９
０
０
万
円

（
予
２
億
２
９
７
８
万
円
）

③
中
村
建
設
、
中
西
建
設

（
辞
退
）、
奈
良
県
緑
化
土

木
協
同
組
合
、村
本
道
路
、

オ
ー
テ
ッ
ク（
辞
退
）、キ

タ
ム
ラ
、
中
尾
組
、
大
和

建
設（
辞
退
）、山
上
組（
無

効
）、
森
下
組
（
辞
退
）、

田
原
建
設
、
米
杉
建
設
④

橋
台
工
１
式
、仮
設
工（
土

留
・
仮
締
切
工
）
１
式
、

河
川
土
工
１
式
、
法
覆
護

岸
工
１
式
、
付
帯
道
路
工

１
式
、
構
造
物
撤
去
工
１

式
、
仮
設
工
（
大
型
土
の

う
工
）１
式
。
工
期
前
同
。

　

▼
長
殿
道
路
仮
設
構
台

設
置
工
事
（
十
津
川
村
大

字
長
殿
）
＝
①
檜
尾
建
設

②
２
億
４
６
８
８
万
円

（
予
２
億
６
８
４
１
万
円
）

③
オ
ー
テ
ッ
ク
（
辞
退
）

④
仮
設
工
１
式
、
仮
橋
・

仮
桟
橋
工
１
式
。
工
期
５

年
８
月
31
日
（
余
裕
期
間

前
同
）。

近
畿
地
方
整
備

局
大
和
川
河
川

事
務
所

　
　
（
２
月
16
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
大
和
川
窪
田
遊
水
地

水
路
設
置
他
工
事
（
安
堵

町
大
字
窪
田
）
＝
①
山
上

組
②
２
億
８
５
０
万
円

（
予
２
億
２
７
０
７
万
円
）

③
中
村
建
設
（
無
効
）、

中
西
建
設
、
オ
ー
テ
ッ
ク

（
辞
退
）、
中
和
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
大
和
建
設

（
無
効
）、尾
田
組（
無
効
）、

森
下
組
、
清
川
組
、
田
原

建
設
（
無
効
）
④
水
路
工

１
式
、
構
造
物
撤
去
工
１

式
、
仮
設
工
１
式
。
工
期

５
年
２
月
28
日
。

中
部
地
方
整
備

局
北
勢
国
道
事

務
所

　
　
（
２
月
25
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
令
和
３
年
度
名
阪
国

道
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
設
置
工
事

（
三
重
県
亀
山
市
太
岡
寺

町
～
奈
良
市
針
町
）
＝
①

名
菱
電
子
②
１
億
６
５
０

０
万
円
（
予
１
億
７
１
３

６
万
円
）
③
名
菱
電
子
の

み
④
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
設
備
１

式
。
工
期
５
年
２
月
28
日

（
工
事
始
期
５
月
９
日
）。

近
畿
地
方
整
備

局
紀
伊
山
系
砂

防
事
務
所

　
　
（
２
月
18
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
冷
水
２
号
集
水
井
集

水
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
（
天

川
村
坪
内
）
＝
①
中
和
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
②
１

億
５
３
０
０
万
円
（
予
１

億
７
０
０
９
万
円
）
③
井

前
建
設
、
オ
ー
テ
ッ
ク
、

森
下
組
（
辞
退
）
④
斜
面

対
策
１
式
、
地
下
水
排
除

工
１
式
、
集
排
水
ボ
ー
リ

ン
グ
工
２
０
２
５
㍍
、
仮

設
工
１
式
、
モ
ノ
レ
ー
ル

工
６
１
５
㍍
。
工
期
３
３

４
日
間
（
工
事
着
手
期
限

４
月
１
日
）。

橿
原
市

　
　
（
２
月
８
日
・
見
積

徴
収
、
２
月
９
日
随
意
契

約
）

　

▼
景
観
重
要
樹
木
樹
勢

管
理
工
事
（
今
井
町
）
＝

①
米
田
造
園
（
美
）
②
28

万
８
０
０
０
円
。

　
　
（
２
月
15
日
・
見
積

徴
収
、
２
月
16
日
随
意
契

約
）

　

▼
新
沢
千
塚
古
墳
群
公

園
排
水
改
修
工
事
（
川
西

町
）＝
①
米
田
造
園（
宏
）

②
43
万
円
。

　
　
（
２
月
24
日
・
見
積

徴
収
、
２
月
25
日
随
意
契

約
）

　

▼
排
水
路
改
善
工
事

（
小
槻
町
・
曲
川
町
）（
小

槻
町
・
曲
川
町
）
＝
①
松

吉
組
②
60
万
円
。

　

▼
排
水
路
整
備
工
事

（
豊
田
町
）（
豊
田
町
）
＝

①
山
内
建
設
②
１
１
３
万

円
。

　

▼
排
水
路
整
備
工
事

（
十
市
町
）（
十
市
町
）
＝

①
名
村
造
園
②
１
１
３
万

円
。調査・測量・設計

建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
下
水
道
課

　
　
（
２
月
28
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
令
和
４
年
度
第
二
浄

化
セ
ン
タ
ー
汚
泥
セ
メ
ン

ト
化
処
分
・
収
集
運
搬
業

務
委
託
（
そ
の
１
）
＝
入

札
中
止
。

御
所
市

　
　
（
２
月
21
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
御
所
市
健
康
増
進
ス

ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業
に

係
る
発
注
者
支
援
業
務
委

託
生
学
委
第
３
号（
小
殿
）

＝
指
名
５
者
す
べ
て
が
辞

退
し
た
た
め
不
調
。

　

▼
御
所
市
立
小
学
校
空

調
設
備
設
置（
第
１
工
区
）

工
事
監
理
業
務
委
託
教
総

委
第
４
号
（
旭
町
他
）
＝

①
村
井
設
計
②
２
５
２
万

円
（
比
３
０
３
万
円
）
③

礎
建
築
事
務
所（
辞
退
）、

細
谷
設
計
事
務
所
、
た
か

の
建
築
事
務
所
、
坪
岡
建

築
事
務
所
、
創
和
建
築
事

務
所
、
中
和
設
計
、
福
井

建
築
設
計
事
務
所
（
辞

退
）、
ビ
ル
・
エ
イ
ド
（
辞

退
）、樫
本
設
計（
辞
退
）、

ア
ル
ト
舎
、
武
田
設
計
、

的
場
総
合
設
計
、
プ
ラ
ス

設
計
、
都
市
企
画
設
計
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
岩
岸
設

計
、
和
光
設
計
④
３
月
31

日
。

　

▼
御
所
市
立
小
学
校
空

調
設
備
設
置（
第
２
工
区
）

工
事
監
理
業
務
委
託
教
総

委
第
５
号
（
林
他
）
＝
①

和
光
設
計
②
２
５
２
万
円

（
比
３
０
３
万
円
）
③
前

同
④
前
同
。

　

▼
秋
津
小
学
校
屋
内
運

動
場
大
規
模
改
造
工
事
監

理
業
務
委
託
教
総
委
第
６

号
（
池
之
内
）
＝
①
都
市

企
画
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
②
２
６
５
万
円
（
比
３

１
８
万
円
）
③
礎
建
築
事

務
所
、細
谷
設
計
事
務
所
、

た
か
の
建
築
事
務
所
、
坪

岡
建
築
事
務
所
、
創
和
建

築
事
務
所
、
中
和
設
計
、

福
井
建
築
設
計
事
務
所

（
辞
退
）、
ビ
ル
・
エ
イ
ド

（
辞
退
）、
樫
本
設
計
、
ア

ル
ト
舎
、
武
田
設
計
、
村

井
設
計
、的
場
総
合
設
計
、

プ
ラ
ス
設
計
、岩
岸
設
計
、

和
光
設
計
④
前
同
。

　

▼
元
町
児
童
遊
園
他
１

箇
所
測
量
業
務
委
託
都
整

委
第
７
号
（
元
町
）
＝
①

松
嶋
測
量
②
１
７
２
万
円

（
比
１
８
２
万
円
）
③
森

本
測
量
社
、
Ｉ
Ｔ
測
量
、

コ
ー
ダ
技
研
④
前
同
。

桜
井
市

　
　
（
２
月
22
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
桜
井
市
春
季
河
川
清

掃
業
務
委
託
環
業
第
１
号

（
市
内
一
円
）
＝
①
山
本

工
務
店
（
評
価
値
95
・
８

３
３
）
②
１
２
０
０
万
円

（
比
１
２
３
０
万
４
０
０

０
円
）
③
山
本
工
務
店
の

み
④
河
川
及
び
道
路
の
泥

廃
物
等
の
回
収
及
び
搬
入

作
業
並
び
に
受
付
。
委
託

期
間
６
月
12
日
。

奈
良
女
子
大
学

　
　
（
２
月
10
日
・
一
般

競
争
入
札
、
２
月
25
日
契

約
）

　

▼
奈
良
女
子
大
学
（
北

魚
屋
）
本
部
管
理
棟
改
修

設
計
業
務
（
奈
良
市
北
魚

屋
東
町
）
＝
①
ア
イ
プ
ラ

ス
設
計
事
務
所
（
大
阪
市

中
央
区
）
②
４
８
９
万
円

（
予
９
５
１
万
６
０
０
０

円
）
③
山
田
綜
合
設
計
、

眉
目
山
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ

オ
、武
田
設
計
、空
間
デ
ザ

イ
ン
、小
笠
原
設
計
、福
本

設
計
、相
和
技
術
研
究
所
、

綜
企
画
設
計
、
都
市
環
境

設
計
、
玉
野
総
合
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
④
本
部
管
理
棟

改
修
工
事
（
改
修
面
積
１

５
４
０
平
方
㍍
）
に
係
る

実
施
設
計（
建
築
・
設
備
）。

委
託
期
間
３
月
31
日
。

橿
原
市

　
　
（
２
月
25
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
令
和
４
年
度
執
務
場

所
の
移
転
に
伴
う
庁
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
配
線
業
務
（
市
内
一

円
）
＝
①
タ
カ
ダ
デ
ン
キ

②
２
１
０
万
円
③
タ
ケ
ガ

ミ
電
気
水
道
④
３
月
31
日
。

　

▼
藤
原
宮
跡
仮
設
ト
イ

レ
設
置
業
務
（
令
和
４
年

春
）（
縄
手
町
）
＝
①
ア
ク

ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
②
65

万
円
③
中
部
ト
ー
タ
ル
サ

ー
ビ
ス
④
４
月
12
日
。

近
畿
地
方
整
備

局
和
歌
山
河
川

国
道
事
務
所

　
　
（
２
月
10
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
紀
の
川
水
文
資
料
標

準
照
査
業
務
（
和
歌
山
市

～
川
上
村
）
＝
①
近
畿
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
②
１

０
２
０
万
円
（
予
１
０
２

１
万
円
）
③
近
畿
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
み
④
紀

の
川
水
系
流
域
内
に
存
在

す
る
雨
量
観
測
所
、
水
位

観
測
所
、
水
位
流
量
観
測

所
、
地
下
水
観
測
所
、
水

質
観
測
所
（
水
質
自
動
監

視
装
置
）
の
水
文
資
料
を

水
文
観
測
業
務
規
程
関
係

集
及
び
水
文
観
測
デ
ー
タ

統
計
処
理
要
領
に
基
づ

き
、
水
文
水
質
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
て
整
理
、
観
測
機

器
の
点
検
報
告
、
電
子
ロ

ガ
ー
及
び
自
記
記
録
を
確

認
し
、
観
測
機
器
の
異
常

等
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
必
要
に
応
じ
て
補
正

を
行
う
、
雨
量
・
水
位
デ

ー
タ
に
つ
い
て
、
水
文
観

測
デ
ー
タ
品
質
照
査
の
手

引
き
（
案
）
に
基
づ
き
検

定
作
業
（
標
準
照
査
）。

委
託
期
間
５
年
２
月
28
日
。

　

▼
紀
の
川
水
文
観
測
所

維
持
管
理
業
務
（
前
同
）

＝
①
近
畿
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
②
２
６
２
５
万
円

（
予
２
７
０
７
万
円
）
③

前
同
④
観
測
所
（
雨
量
、

水
位
、
地
下
水
）
の
総
合

保
守
点
検
、
定
期
保
守
点

検
、
臨
時
保
守
点
検
、
水
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質
自
動
監
視
装
置（
船
戸
、

五
條
、
紀
の
川
大
堰
）
の

精
密
点
検
、
保
守
点
検
、

簡
易
点
検
、
自
記
紙
の
取

り
替
え
、
電
子
ロ
ガ
ー
デ

ー
タ
の
回
収
。
委
託
期
間

５
年
３
月
31
日
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
宇
陀
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
３
月
１
日

公
告
）

　

▽
宇
陀
市
室
生
地
区
道

路
・
河
川
・
舗
装
小
規
模

維
持
修
繕
工
事
（
道
路
施

設
維
持
修
繕
事
業
他
）
第

５
０
２
―
１
―
１
・
Ｕ
―

４
―
１
―
１
・
５
０
２
―

３
―
４
号（
宇
陀
市
室
生
）

＝
①
入
札
書
及
び
入
札
金

額
の
内
訳
書
の
提
出
３
月

15
日
ま
で
②
３
月
16
日
③

土
木
工
事
業
の
一
般
建
設

業
許
可
ま
た
は
特
定
建
設

業
許
可
か
つ
、
舗
装
工
事

業
の
一
般
建
設
業
許
可
ま

た
は
特
定
建
設
業
許
可
。

土
木
１
式
Ａ
等
級
（
Ａ
１

グ
ル
ー
プ
を
含
む
）、
Ｂ

等
級
ま
た
は
Ｃ
等
級
か
つ

舗
装
Ａ
等
級
、
Ｂ
等
級
ま

た
は
Ｃ
等
級
。
建
設
業
法

に
基
づ
く「
土
木
工
事
業
」

か
つ
「
舗
装
工
事
業
」
の

許
可
を
受
け
て
い
る
本
店

が
宇
陀
市
室
生
に
あ
り
、

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
を
有
す
る
こ
と

―
な
ど
④
入
札
公
告
参
照

⑤
予
１
４
９
９
万
８
５
０

０
円
込
、
低
１
２
９
９
万

３
２
０
０
円
込
。

　

▽
宇
陀
市
大
宇
陀
地
区

道
路
・
河
川
・
舗
装
小
規

模
維
持
修
繕
工
事
（
道
路

施
設
維
持
修
繕
事
業
他
）

第
５
０
２
―
２
―
１
・
Ｕ

―
３
０
１
―
２
―
１
・
５

０
２
―
３
―
１
号
（
宇
陀

市
大
宇
陀
）
＝
①
前
同
②

前
同
③
土
木
工
事
業
の
一

般
建
設
業
許
可
ま
た
は
特

定
建
設
業
許
可
か
つ
、
舗

装
工
事
業
の
一
般
建
設
業

許
可
ま
た
は
特
定
建
設
業

許
可
。
土
木
１
式
Ａ
等
級

（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を
含

む
）、
Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ

等
級
か
つ
舗
装
Ａ
等
級
、

Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ
等
級
。

建
設
業
法
に
基
づ
く
「
土

木
工
事
業
」
か
つ
「
舗
装

工
事
業
」
の
許
可
を
受
け

て
い
る
本
店
が
宇
陀
市
大

宇
陀
に
あ
り
、
県
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

入
札
公
告
参
照
⑤
予
１
３

５
１
万
４
６
０
０
円
込
、

低
１
１
６
７
万
７
６
０
０

円
込
。

　

▽
宇
陀
市
菟
田
野
地
区

道
路
・
河
川
・
舗
装
小
規

模
維
持
修
繕
工
事
（
道
路

施
設
維
持
修
繕
事
業
他
）

第
５
０
２
―
２
―
３
・
Ｕ

―
３
０
１
―
２
―
３
・
５

０
２
―
３
―
２
号
（
宇
陀

市
菟
田
野
）
＝
①
前
同
②

前
同
③
土
木
工
事
業
の
一

般
建
設
業
許
可
ま
た
は
特

定
建
設
業
許
可
か
つ
、
舗

装
工
事
業
の
一
般
建
設
業

許
可
ま
た
は
特
定
建
設
業

許
可
。
土
木
１
式
Ａ
等
級

（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を
含

む
）、
Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ

等
級
か
つ
舗
装
Ａ
等
級
、

Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ
等
級
。

建
設
業
法
に
基
づ
く
「
土

木
工
事
業
」
か
つ
「
舗
装

工
事
業
」
の
許
可
を
受
け

て
い
る
本
店
が
宇
陀
市
菟

田
野
に
あ
り
、
県
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

入
札
公
告
参
照
⑤
予
９
６

０
万
８
５
０
０
円
込
、
低

８
２
９
万
４
０
０
０
円
込
。

　

▽
宇
陀
市
榛
原
地
区
道

路
・
河
川
・
舗
装
小
規
模

維
持
修
繕
工
事
（
道
路
施

設
維
持
修
繕
事
業
他
）
第

５
０
２
―
２
―
２
・
Ｕ
―

３
０
１
―
２
―
２
・
５
０

２
―
３
―
３
号
（
宇
陀
市

榛
原
）
＝
①
前
同
②
前
同

③
土
木
工
事
業
の
一
般
建

設
業
許
可
ま
た
は
特
定
建

設
業
許
可
か
つ
、
舗
装
工

事
業
の
一
般
建
設
業
許
可

ま
た
は
特
定
建
設
業
許

可
。土
木
１
式
Ａ
等
級（
Ａ

１
グ
ル
ー
プ
を
含
む
）、

Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ
等
級
か

つ
舗
装
Ａ
等
級
、
Ｂ
等
級

ま
た
は
Ｃ
等
級
。
建
設
業

法
に
基
づ
く
「
土
木
工
事

業
」か
つ「
舗
装
工
事
業
」

の
許
可
を
受
け
て
い
る
本

店
が
宇
陀
市
榛
原
に
あ

り
、
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る

こ
と
―
な
ど
④
入
札
公
告

参
照
⑤
予
１
６
１
１
万
９

４
０
０
円
込
、
低
１
３
９

３
万
４
８
０
０
円
込
。

　

▽
御
杖
村
地
区
道
路
・

河
川
小
規
模
維
持
修
繕
工

事
（
道
路
施
設
維
持
修
繕

事
業
他
）
第
５
０
２
―
１

―
２
・
Ｕ
―
４
―
１
―
２

号（
御
杖
村
）＝
①
前
同
②

前
同
③
土
木
工
事
業
の
一

般
建
設
業
許
可
ま
た
は
特

定
建
設
業
許
可
か
つ
、
舗

装
工
事
業
の
一
般
建
設
業

許
可
ま
た
は
特
定
建
設
業

許
可
。
土
木
１
式
Ａ
等
級

（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を
含

む
）、Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ
等

級
。
建
設
業
法
に
基
づ
く

「
土
木
工
事
業
」の
許
可
を

受
け
て
い
る
本
店
が
御
杖

村
に
あ
り
、
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
④
入

札
公
告
参
照
⑤
予
５
２
９

万
８
７
０
０
円
込
、
低
４

５
６
万
６
１
０
０
万
円
込
。

　

▽
曽
爾
村
地
区
道
路
・

河
川
小
規
模
維
持
修
繕
工

事
（
道
路
施
設
維
持
修
繕

事
業
他
）
第
５
０
２
―
１

―
３
・
Ｕ
―
４
―
１
―
３

号
（
曽
爾
村
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
土
木
工
事
業
の

一
般
建
設
業
許
可
ま
た
は

特
定
建
設
業
許
可
か
つ
、

舗
装
工
事
業
の
一
般
建
設

業
許
可
ま
た
は
特
定
建
設

業
許
可
。
土
木
１
式
Ａ
等

級
（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を
含

む
）、Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ
等

級
。
建
設
業
法
に
基
づ
く

「
土
木
工
事
業
」の
許
可
を

受
け
て
い
る
本
店
が
曽
爾

村
に
あ
り
、
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
④
入

札
公
告
参
照
⑤
予
５
２
９

万
８
７
０
０
円
込
、
低
４

５
６
万
６
１
０
０
円
込
。

　

▽
吉
野
郡
東
吉
野
村
地

区
道
路
・
河
川
小
規
模
維

持
修
繕
工
事
（
道
路
施
設

維
持
修
繕
事
業
他
）
第
５

０
２
―
２
―
４
・
Ｕ
―
３

０
１
―
２
―
４
号
（
東
吉

野
村
）
＝
①
前
同
②
前
同

③
土
木
工
事
業
の
一
般
建

設
業
許
可
ま
た
は
特
定
建

設
業
許
可
か
つ
、
舗
装
工

事
業
の
一
般
建
設
業
許
可

ま
た
は
特
定
建
設
業
許

可
。土
木
１
式
Ａ
等
級（
Ａ

１
グ
ル
ー
プ
を
含
む
）、

Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ
等
級
。

建
設
業
法
に
基
づ
く
「
土

木
工
事
業
」
の
許
可
を
受

け
て
い
る
本
店
が
東
吉
野

村
に
あ
り
、
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
④
入

札
公
告
参
照
⑤
予
６
５
９

万
８
９
０
０
円
込
、
低
５

６
９
万
３
６
０
０
円
込
。

　

▽
吉
野
郡
東
吉
野
村
地

区
舗
装
小
規
模
維
持
修
繕

工
事
（
道
路
施
設
維
持
修

繕
事
業
）
第
５
０
２
―
３

―
６
号（
東
吉
野
村
）＝
①

前
同
②
前
同
③
土
木
工
事

業
の
一
般
建
設
業
許
可
ま

た
は
特
定
建
設
業
許
可
か

つ
、
舗
装
工
事
業
の
一
般

建
設
業
許
可
ま
た
は
特
定

建
設
業
許
可
。
舗
装
Ａ
等

級
、
Ｂ
等
級
ま
た
は
Ｃ
等

級
。
建
設
業
法
に
基
づ
く

「
舗
装
工
事
業
」の
許
可
を

受
け
て
い
る
本
店
が
東
吉

野
村
に
あ
り
、
県
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

入
札
公
告
参
照
⑤
予
２
９

９
万
９
７
０
０
円
込
、
低

２
５
９
万
８
２
０
０
円
込
。

　

▽
宇
陀
郡
曽
爾
村
・
御

杖
村
地
区
舗
装
小
規
模
維

持
修
繕
工
事
（
道
路
施
設

維
持
修
繕
事
業
）
第
５
０

２
―
３
―
５
号（
曽
爾
村
・

御
杖
村
）
＝
①
前
同
②
前

同
③
土
木
工
事
業
の
一
般

建
設
業
許
可
ま
た
は
特
定

建
設
業
許
可
か
つ
、
舗
装

工
事
業
の
一
般
建
設
業
許

可
ま
た
は
特
定
建
設
業
許

可
。
舗
装
Ａ
等
級
、
Ｂ
等

級
ま
た
は
Ｃ
等
級
。
建
設

業
法
に
基
づ
く
「
舗
装
工

事
業
」
の
許
可
を
受
け
て

い
る
本
店
が
曽
爾
村
、
御

杖
村
に
あ
り
、
県
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

入
札
公
告
参
照
⑤
予
２
９

９
万
９
７
０
０
円
込
、
低

２
５
９
万
８
２
０
０
円
込
。

大
和
郡
山
市
（
条
件

付
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
３
月

１
日
公
告
）

　

▽
道
路
改
良
工
事
に
伴

う
配
水
管
布
設
替
工
事
美

濃
庄
町
（
第
１
工
区
）（
美

濃
庄
町
）
＝
①
入
札
書
の

提
出
期
限
３
月
15
日
②
３

月
16
日
③
管（
１
年
以
上
、

継
続
し
て
登
録
）。Ｂ
、Ｃ
、

Ｄ
等
級
―
な
ど
④
入
札
公

告
参
照
⑤
予
１
４
５
０
万

２
０
０
円
込
、
低
１
２
７

４
万
５
７
０
０
円
込
。

　

▽
配
水
管
布
設
替
工
事

矢
田
山
東
和
苑
（
第
３
工

区
）（
矢
田
山
町
）＝
①
前
同

②
前
同
③
管（
１
年
以
上
、

継
続
し
て
登
録
）。Ｂ
、Ｃ

等
級
―
な
ど
④
工
事
延
長

３
９
９
㍍
、仮
設
工
１
式
、

Ｐ
Ｅ
管
布
設
（
φ
１
０
０

㍉
Ｌ
１
３
５
㍍
、
φ
75
㍉

Ｌ
２
６
４
㍍
）、
ド
レ
ン

管
布
設
２
ヵ
所
、
引
込
管

布
設
26
ヵ
所
、
既
設
管
撤

去
Ｄ
Ｉ
Ｐ
１
式
。
工
期
７

月
25
日
⑤
予
２
５
２
７
万

６
９
０
０
円
込
、
低
２
２

２
８
万
７
１
０
０
円
込
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
水
道
局
（
総
合
評

価
落
札
方
式
一
般
競

争
入
札〈
電
子
入
札
〉

２
月
28
日
公
告
）

　

▽
安
堵
連
絡
管
第
２
工

区
・（
仮
称
）
田
原
本
平

群
線
第
１
工
区
整
備
事
業

基
本
設
計
業
務
委
託
（
奈

良
市
法
蓮
町
）
＝
①
入
札

参
加
申
込
書
の
提
出
３
月

10
日
ま
で
（
技
術
提
案
書

の
提
出
３
月
22
日
ま
で
、

入
札
書
及
び
業
務
委
託
費

内
訳
書
の
提
出
期
間
４
月

14
日
～
20
日
）
②
４
月
21

日
③
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

「
上
水
道
及
び
工
業
用
水

道
」
部
門
の
資
格
を
有
す

る
こ
と
。
県
内
に
本
店
ま

た
は
営
業
所
（
県
に
対
す

る
競
争
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
も
の
に
限
る
）
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
④
開

削
工
法
φ
７
０
０
基
本
設

計
修
正
１
式
、
シ
ー
ル
ド

工
法
φ
１
０
０
０
基
本
設

計
１
式
、Ｆ
Ｅ
Ｍ
解
析（
２

次
元
）
２
断
面
、
基
本
設

計
成
果
の
作
成
及
び
と
り

ま
と
め
１
式
。
委
託
期
間

５
年
３
月
21
日
⑤
予
２
５

９
８
万
２
０
０
０
円
込
、

調
２
０
８
５
万
６
０
０
０

円
込
。

県
土
地
開
発
公
社

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
郵

便
入
札
〉
２
月
21
日

公
告
）

　

▽
土
木
技
術
補
助
業
務

委
託
第
４
―
総
委
―
１
号

（
橿
原
市
四
条
町
８
４
０

番
地
〈
県
立
医
科
大
学

内
〉）
＝
①
入
札
書
の
提

出
３
月
17
日
ま
で
②
３
月

18
日
③
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
の
う

ち
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
「
道
路
」
ま
た
は
「
河

川
、
砂
防
及
び
海
岸
・
海

洋
」
部
門
の
資
格
を
有
す

る
こ
と
。
県
内
に
同
登
録

を
受
け
た
本
店
ま
た
は
営

業
所
を
有
す
る
こ
と
―
な

ど
④
土
木
技
術
補
助
業
務

委
託
。
委
託
期
間
５
年
３

月
31
日
⑤
予
２
２
４
１
万

８
０
０
０
円
込
、
低
１
７

９
９
万
６
０
０
０
円
込
。

県
下
水
道
課
（
一
般

競
争
入
札
〈
電
子
ま

た
は
郵
便
入
札
〉
３

月
１
日
再
公
告
）

　

▽
令
和
４
年
度
第
二
浄

化
セ
ン
タ
ー
汚
泥
セ
メ
ン

ト
化
処
分
・
収
集
運
搬
業

務
委
託
（
そ
の
１
）
＝
①

入
札
参
加
資
格
確
認
申
請

書
等
の
提
出
３
月
10
日
ま

で
（
入
札
書
の
提
出
３
月

22
日
ま
で
）
②
３
月
23
日

③
物
品
購
入
等
に
係
る
競

争
入
札
の
参
加
資
格
等
に

関
す
る
規
程
に
よ
る
競
争

入
札
参
加
資
格
者
の
う

ち
、
営
業
種
目
Ｑ
１
建
物

管
理
⑭
廃
棄
物
処
理
で
登

録
を
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
こ
と
―
な
ど
④
第
二
浄

化
セ
ン
タ
ー
が
排
出
す
る

汚
泥
を
収
集
場
所
（
広
陵

町
大
字
萱
野
４
６
０
番
地

〈
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
〉）

か
ら
収
集
運
搬
し
、
汚
泥

の
セ
メ
ン
ト
化
処
分
を
す

る
業
務
。
委
託
期
間
５
年

３
月
31
日
。

都
市
再
生
機
構
西
日

本
支
社
（
総
合
評
価

方
式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
２
月

28
日
掲
示
）

　

▽
04
―
西
日
本
支
社
管

内
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
等
情
報
調
査
業
務
＝

①
申
請
書
及
び
資
料
の
提

出
３
月
14
日
ま
で
（
入
札

書
の
提
出
期
間
４
月
19
日

～
20
日
正
午
）
②
４
月
21

日
③
同
機
構
関
西
地
区
に

お
け
る
令
和
３
・
４
年
度

測
量
・
土
質
調
査
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務

に
係
る
一
般
競
争
参
加
資

格
を
有
し
て
い
る
者
で
、

業
種
区
分
「
調
査
」
に
係

る
競
争
参
加
資
格
の
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
。
平

成
23
年
度
以
降
（
23
年
４

月
１
日
～
申
請
書
及
び
資

料
の
提
出
日
）
に
完
了
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
調

査
業
務
ま
た
は
共
同
住
宅

の
建
設
工
事
等
に
関
す
る

建
物
基
本
計
画
検
討
業
務

ま
た
は
景
観
設
計
等
（
景

観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
策

定
や
景
観
に
係
る
環
境
指

標
等
の
調
査
研
究
そ
の
他

景
観
に
関
す
る
設
計
ま
た

は
調
査
研
究
）
業
務
（
再

委
託
等
に
よ
る
業
務
は
含

ま
な
い
）
或
い
は
共
同
住

宅
の
建
設
工
事
等
に
関
す

る
建
物
基
本
設
計
業
務
・

建
物
実
施
設
計
業
務
・
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（
事
業
地

区
全
体
）
設
計
業
務
（
再

委
託
等
に
よ
る
業
務
の
実

績
を
含
む
）
ま
た
は
ま
ち

づ
く
り
に
係
る
調
査
業
務

ま
た
は
共
同
住
宅
の
建
設

工
事
等
に
関
す
る
建
物
基

本
計
画
検
討
業
務
ま
た
は

景
観
設
計
等
（
景
観
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
の
策
定
や
景

観
に
係
る
環
境
指
標
等
の

調
査
研
究
そ
の
他
景
観
に

関
す
る
設
計
ま
た
は
調
査

研
究
）
業
務
で
再
委
託
等

ま
た
は
共
同
企
業
体
構
成

員
と
し
て
の
業
務
の
実
績

を
１
件
以
上
有
す
る
こ
と

―
な
ど
④
Ｕ
Ｒ
で
行
っ
て

い
る
事
業
や
ま
ち
づ
く
り

等
に
対
す
る
現
状
調
査
・

記
録
、
現
状
調
査
・
記
録

に
関
す
る
手
法
の
試
行
及

び
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
以

上
に
つ
い
て
の
情
報
発

信
、
全
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

及
び
分
析
。
委
託
期
間
６

年
２
月
29
日
（
但
し
、
指

定
部
分
に
つ
い
て
は
５
年

２
月
28
日
）。

県
吉
野
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
３
月
１
日

公
告
）

　

▽
日
浦
谷
用
地
測
量
委

託
（
防
災
・
安
全
交
付
金

事
業
（
老
朽
化
対
策
））

第
６
１
０
―
４
―
委
３
号

（
下
北
山
村
池
峯
）
＝
①

入
札
書
の
提
出
３
月
14
日

ま
で
②
３
月
15
日
③
県
建

設
工
事
等
競
争
入
札
参
加

資
格
の
う
ち
測
量
業
務
に

登
録
を
受
け
、
Ａ
等
級
Ａ

１
グ
ル
ー
プ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

県
内
に
本
店
を
有
し
て
い

る
こ
と
―
な
ど
④
用
地
測

量
１
・
９
㌶
。
委
託
期
間

10
月
31
日
⑤
予
８
９
９
万

８
０
０
０
円
込
、
低
７
４

９
万
１
０
０
０
円
込
。

　

▽
池
郷
川
用
地
測
量
委

託（
事
業
間
連
携
事
業（
砂

防
））
第
69
―
３
―
委
２

号
（
下
北
山
村
上
池
原
）

＝
①
前
同
②
前
同
③
前
同

④
用
地
測
量
３
・
０
㌶
。

委
託
期
間
前
同
⑤
予
９
６

９
万
１
０
０
０
円
込
、
低

８
０
７
万
４
０
０
０
円
込
。

近
畿
地
方
整
備
局
和

歌
山
河
川
国
道
事
務

所
（
総
合
評
価
落
札

方
式
簡
易
公
募
型
競

争
入
札〈
電
子
入
札
〉

３
月
１
日
公
示
）

　

▽
和
歌
浦
地
区
他
土
地

関
係
用
地
調
査
点
検
等
技

術
業
務
（
和
歌
山
県
日
高

町
～
五
條
市
）
＝
①
参
加

表
明
書
の
提
出
期
限
３
月

14
日
正
午
（
技
術
提
案
書

の
提
出
期
限
４
月
８
日
正

午
、
入
札
書
の
提
出
期
限

４
月
20
日
正
午
）
②
４
月

21
日
③
単
体
企
業
、
同
一

の
組
合
の
い
ず
れ
か
。
補

償
関
係
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
に
係
る
一
般
競
争

（
指
名
競
争
）
参
加
資
格

の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ

と
―
な
ど
④
道
路
及
び
河

川
の
整
備
事
業
に
必
要
な

土
地
等
の
取
得
等
に
関
す

る
業
務
の
う
ち
、
用
地
交

渉
等
資
料
の
作
成
等
。
委

託
期
間
５
年
３
月
31
日
⑤

事
務
集
中
化
対
象
。
予
定

価
格
が
５
０
０
万
円
を
超

え
る
場
合
は
技
術
提
案
の

履
行
確
実
性
評
価
試
行
。

　

▽
和
歌
浦
地
区
他
物
件

関
係
用
地
調
査
点
検
等
技

術
業
務
（
前
同
）
＝
①
前

同
②
前
同
③
前
同
④
道
路

及
び
河
川
の
整
備
事
業
に

必
要
な
土
地
等
の
取
得
等

に
関
す
る
業
務
の
う
ち
、

物
件
調
査
書
等
の
点
検
・

調
製
確
認
等
。
委
託
期
間

前
同
⑤
前
同
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

県
流
域
下
水
道

セ
ン
タ
ー

　
　
（
３
月
10
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー

汚
水
ポ
ン
プ
流
量
計
等
更

新
詳
細
設
計
委
託（
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業
）
Ｒ
３

第
二
委
第
８
号
（
広
陵
町

萱
野
）
＝
委
託
期
間
12
月

28
日
。
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令和3年度　食と農の振興部事業特集

施設配置イメージ

宿泊施設

子ども広場

フードホール

多目的ホール

ゲート

　市場機能の効率化・高機能化を図る市場エリア（BtoB）とともに、「食とと
もに文化・スポーツを楽しむ」華やかで賑わいのある複合拠点(BtoC)を一体
的に整備。令和４年度は民間事業者から卸売機能（BtoB）と賑わい創出機能
（BtoC）を一体的に再整備するアイデアを募集。

　県では、農地の有効活用と農業の生産性向上を図るため、農業振興施策を集中
的・優先的に推進する区域として特定農業振興ゾーンを設定しています。現在、２市３
町７地区で設定しています。
　令和４年度からは、宇陀市伊那佐東部地区、田原本町法貴寺地区で、基盤整備に
着手予定です。

・�

な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造
国
際
大
学
校（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
）と

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
の
機
能
や
立
地
を
活
か
し
、Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
を
核

と
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
を
推
進

・�

新
た
に
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
等
を
設
置
し
、「
食
」と「
農
」の

魅
力
発
信
に
よ
り
、地
域
の
農
産
物
の
活
用
促
進
、国
内
外

か
ら
の
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、中
山
間
地
域
を
活
性
化

中央卸売市場の再整備

特定農業振興ゾーンの整備

今秋オープン今秋オープン

令和４年度にアイデア募集令和４年度にアイデア募集

新年度 ２地区で基盤整備に着手新年度 ２地区で基盤整備に着手

県営ため池整備事業　桜池地区　ため池改修工事 基幹水利施設ストックマネジメント事業　白川地区　制水弁・空気弁更新（その２）工事

・�

堤
体
土
工
Ｖ
＝
１
２
０
０
㎥

・�

地
盤
改
良
工
Ｖ
＝
８
４
５
㎥

・�

制
水
弁
更
新
工
事　

Ｎ
＝
17
箇
所

・�

空
気
弁
更
新
工
事　

Ｎ
＝
１
箇
所

施工：株式会社 森下組
　　　　　　代表取締役　森下　秀城

吉野郡大淀町桧垣本1589
　TEL 0747－52－3535

（
仮
称
）Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
附
属
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
新
築
工

事（
建
築
工
事
）

施
工
：�

淺
沼
・
中
和
・
中
尾
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

・�

セ
ミ
ナ
ー
棟（
Ｓ
造
２
階
建
て
、延
べ
面
積
１
４
７
２・86
㎡
）

・�

シ
ェ
ア
ル
ー
ム
棟（
Ｓ
造
３
階
建
て
、延
べ
面
積
１
３
３
９・58

㎡
）

・�

渡
り
廊
下
棟（
Ｓ
造
２
階
建
て
、延
べ
面
積
43・40
㎡
）

株式会社 淺沼組
　 奈良営業所長　東口　勝彦

株式会社 中和コンストラクション
　 代表取締役　大浦　晃平

株式会社 中尾組
　 代表取締役　中尾　隆成

奈良市三条本町4－32 中室ビル　
　TEL 0742－26－5225

桜井市桜井281－7　
　TEL 0744－42－9313

桜井市桜井553－1　
　TEL 0744－42－3567

　一昨年4月に農林部を食と農の振興部に改編し、「奈良新『都』づくり戦略2022」の重点戦
略を中心に各施策を進めている。「奈良県豊かな食と農の振興計画」を昨年４月に策定し、そ
の中の「奈良の食の魅力づくり」、「食を通じた健康増進と子どもの健全育成」、「戦略的な販売
の推進」、「生産振興」の４つを施策の柱とする。農業分野では、特定農業振興ゾーンに２市３町
の７地区を設定し、区画の大規模化や農地の利用集積・集団化に向けたほ場整備等を進める。
新年度から、宇陀市伊那佐東部地区と田原本町法貴寺地区において基盤整備に着手する予定
だ。また、食の情報拠点として、なら食と農の魅力創造国際大学校（通称ＮＡＦＩＣ）附属セミ
ナーハウスが３月末に完成し、今秋のオープンを予定している。中央卸売市場では、市場エリア
（ＢｔｏＢ）と、「食とともに文化・スポーツを楽しむ」賑わいエリア（ＢｔｏＣ）の一体的な整備に
向けてアイデアを募集する。防災対策では、決壊した場合の浸水区域に家屋や公共施設などが
存在し、人的被害を与える恐れのあるため池を「防災重点ため池」に指定し、ハザードマップ
の作成と改修工事を進めている。新年度においても、関係市町村及び関係団体と連携した施
策を進めていく方針だ。ここに紹介する事業（写真）は今年度の主要事業である。

特性を生かした総合的な農政の推進へ特性を生かした総合的な農政の推進へ
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特集場場 密着密着
ルポルポ現現 力力農 業・農 地・農 村・食 と 農 の 振 興農 業・農 地・農 村・食 と 農 の 振 興

県食と農の振興部県食と農の振興部
部長 部長 乾  新弥乾  新弥

一般農道整備事業　西吉野賀北２期地区　第２工区工事

県営ため池整備事業　葛城山麓地区　上新池改修（その２）工事

・�

築
道
工
事　

Ｌ
＝
１
３
０
m

・�

堤
体
工　

Ｌ
＝
４
６・５
m

・�

盛
土
工　

Ｖ
＝
３
３
８
０
㎥

・�

取
水
施
設
工　

Ｎ
＝
２
箇
所

施工：畠山建設株式会社
　　　　　　代表取締役　畠山　芳彦

施工：株式会社 石田組
　　　　　　代表取締役　石田　勝昭

五條市西吉野町和田415－12
　TEL 0747－32－0104

大和高田市市場430－7
　TEL 0745－52－1200

県営農地環境整備事業　曽爾地区　農業用用排水施設等整備工事

・�

水
路
工　

Ｌ
＝
２
６
３
ｍ

施工：株式会社 山田土木
　　　　　　代表取締役　山田　玲子

宇陀郡御杖村土屋原38－1
　TEL 0745－95－2478

一般農道整備事業　大野向渕地区　第７工区工事

・�
築
道
工　

Ｌ
＝
４
２
０
ｍ

施工：株式会社 上田工業
　　　　　　代表取締役　上田　重郎

宇陀市大宇陀大東186
　TEL 0745－83－1023

施工：奈良シールド工業株式会社
　　　　　　代表取締役　高橋　啓

大和郡山市横田町651
　TEL 0743－59－2100

県営ため池整備事業　高山地区　東部幹線水路管更生（その2）工事

・�

管
体
工
1
式

・�

立
坑
埋
戻
工
N
＝
１
基

・�

管
更
生
工
L
＝
2
0
1・5
ｍ

県営ため池整備事業　高山地区　東部幹線水路管更生工事

・�

立
坑
工
N
＝
１
基

・�

管
更
生
工
L
＝
２
１
６・01
m

　平素は、奈良県農政の推進に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　本県では、県政発展の目標と道筋として「奈良新『都』づくり戦略2022」を
とりまとめ、目標達成に向け各施策を進めているところです。令和３年４月には
「奈良県豊かな食と農の振興計画」を策定し、県民の健康で豊かな生活の向上及
び地域経済の健全な発展に向け、食と農の振興に関する施策を進めています。
　具体的には、なら食と農の魅力創造国際大学校（通称ＮＡＦＩＣ）の教育や附
属セミナーハウスの整備による周辺環境の整備、安全・安心で賑わいのある食の

拠点づくりに向けた中央卸売市場の再整備を進めて参ります。
　農村振興関係では、農地を有効活用し、農業の生産性向上を図るため、特にモデルとなる地域を市
町村や地域の皆様とともに協定を結び「特定農業振興ゾーン」として各種施策を集中的に取り組んで
います。基盤整備では、高収益作物導入や担い手への集積を図るため、区画整理や排水改良など、地
域の実情に応じ、きめ細やかな整備を実施しています。
　防災・減災対策では、県内９６９カ所の防災重点ため池において、ハザードマップの作成・公表、
機能診断調査、改修整備を順次進めています。また、令和３年７月には、防災重点ため池を管理され
ている方に対し、点検・管理・補修などの相談、支援を行う「奈良県ため池支援センター」を設置し、
ソフト面においても支援を行っています。
　今後とも、本県の食と農の振興にあたり、各施策を関係市町村、関係団体、地域の皆様方と進めて
いきます。引き続き、ご支援のほどお願い申し上げます。

〈主要事業〉
■（仮称）NAFIC附属セミナーハウス新築工事
■県営ため池整備事業　高山地区
　東部幹線水路管更生工事
■県営ため池整備事業　高山地区
　東部幹線水路管更生（その２）工事
■県営ため池整備事業　桜池地区　ため池改修工事
■県営ため池整備事業　葛城山麓地区
　上新池改修（その２）工事
■一般農道整備事業　大野向渕地区　第７工区工事
■県営農地環境整備事業　曽爾地区
　農業用用排水施設等整備工事
■一般農道整備事業　西吉野賀北２期地区
　第２工区工事
■基幹水利施設ストックマネジメント事業　白川地区
　制水弁・空気弁更新（その２）工事
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大和郡山市の令和４年度一般会計・特別会計予算総括表

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
中
間
駅
誘
致
な
ど

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
中
間
駅
誘
致
な
ど

　

大
和
郡
山
市
の
令
和
４

年
度
当
初
予
算
案
は
総
額

６
２
９
億
８
１
３
６
万
円

で
対
前
年
度
比
６
・
６
％

減
。
内
訳
は
一
般
会
計
３

３
８
億
１
０
０
０
万
円

（
８
・
７
％
減
）、
特
別
会

計
２
１
３
億
９
７
９
万
円

（
５
・
３
％
減
）、
水
道
事

業
会
計
30
億
７
６
４
７
万

１
０
０
０
円
（
０
・
１
％

減
）、
下
水
道
事
業
会
計

47
億
８
５
０
９
万
９
０
０

０
円
。
う
ち
普
通
建
設
事

業
費
は
25
億
１
４
７
１
万

９
０
０
０
円
（
64
・
４
％

減
）。

　

４
年
度
で
は
郡
山
南
学

童
保
育
所
大
規
模
改
修
や

市
道
伊
豆
七
条
高
野
線
道

路
新
設
事
業
の
他
、
引
き

続
き
庁
舎
建
設
事
業
に
取

り
組
む
。
建
設
関
係
の
主

な
事
業
（
▼
は
新
規
）
は

次
の
通
り（
単
位
千
円
）。

　
【
総
務
部
】

　

▽
庁
舎
建
設
事
業
（
５

０
０
、
４
３
１
）。

　

▽
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

中
間
駅
誘
致
事
業
（
１
、

３
３
０
）
＝
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
中
間
駅
を
市
に
設

置
す
る
こ
と
を
目
的
に
啓

蒙
・
広
報
活
動
を
行
う
。

　

▽
消
防
団
庫
耐
震
化
事

業
（
５
０
、
１
２
１
）
＝

新
耐
震
基
準
以
前
に
建
築

さ
れ
た
団
庫
に
つ
い
て
、

年
次
的
に
耐
震
改
修
ま
た

は
建
替
え
を
行
う
。

　
【
福
祉
健
康
づ
く
り
部

（
新
す
こ
や
か
健
康
づ
く

り
部
）】

　

▼
郡
山
西
第
２
学
童
保

育
所
大
規
模
改
修
事
業

（
９
、
０
０
９
）
＝
大
規

模
改
修
を
行
い
、
保
育
環

境
の
向
上
を
図
る
。

　
【
産
業
振
興
部
】

　

▽
震
災
対
策
農
業
水
利

施
設
整
備
事
業
（
３
８
、

０
８
０
）
＝
防
災
重
点
農

業
用
た
め
池
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
点
検
を
行
い
決

壊
の
危
険
性
を
早
期
に
把

握
す
る
。

　

▼
農
業
基
盤
整
備
促
進

事
業
（
１
９
、
１
０
０
）

＝
土
地
改
良
事
業
を
行

い
、
農
業
経
営
基
盤
の
安

定
化
を
促
進
。

　

▼
農
業
水
路
等
長
寿
命

化
・
防
災
減
災
事
業
（
５

１
、
１
０
０
）
＝
農
業
水

利
施
設
の
機
能
低
下
に
よ

り
災
害
の
お
そ
れ
が
生
じ

て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、

そ
の
機
能
を
回
復
し
被
害

の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
取

組
を
支
援
。

　

▼
新
ご
み
処
理
施
設
建

設
事
業
（
０
）
＝
使
用
可

能
制
限
の
目
安
が
令
和
14

年
度
末
と
さ
れ
て
い
る
現

施
設
に
つ
い
て
、
15
年
以

降
の
新
ご
み
処
理
施
設
稼

働
に
向
け
て
調
査
・
検
討

を
行
う
も
の
。（
債
務
負

担
行
為
４
年
～
５
年
２

４
、
３
３
２
千
円
）

　

▼
清
浄
会
館
再
整
備
調

査
事
業
（
５
、
４
４
５
）

＝
老
朽
化
の
進
む
清
浄
会

館
の
再
整
備
に
向
け
て
調

査
を
行
う
。

　

▼
総
合
公
園
施
設
バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
整
備
事
業

（
９
、
３
５
３
）
＝
多
目

的
体
育
館
の
修
繕
を
行

い
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
公
式
戦
の
会
場
と
し

て
使
用
可
能
な
状
態
に

し
、
今
後
試
合
や
教
室
を

継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
。

　

▽
武
道
場
空
調
設
備
整

備
事
業（
６
８
、２
５
５
）

＝
夏
季
の
気
温
上
昇
に
よ

る
熱
中
症
や
脱
水
の
予
防

対
策
と
し
て
、
武
道
場
に

空
調
設
備
を
設
置
。

　
【
都
市
建
設
部
】

　

▽
道
路
維
持
補
修
事
業

（
１
５
１
、
５
６
０
）
＝

市
内
一
円
の
道
路
維
持
補

修
。

　

▽
河
川
整
備
事
業
（
２

８
、
７
０
３
）
＝
市
内
一

円
及
び
特
定
排
水
路
の
維

持
補
修
及
び
浚
渫
。

　

▽
交
通
安
全
施
設
等
整

備
事
業（
４
３
、５
０
０
）

＝
市
内
一
円
の
道
路
標

識
・
防
護
柵
・
道
路
反
射

鏡
新
設
等
。

　

▽
橋
梁
維
持
補
修
事
業

（
８
１
、
０
３
５
）
＝
市

内
一
円
の
橋
梁
に
つ
い
て

年
次
的
に
補
修
工
事
を
実

施
し
、長
寿
命
化
を
図
る
。

　

▽
市
道
伊
豆
七
条
高
野

線
道
路
新
設
事
業
（
２
７

６
、
８
１
８
）
＝
郡
山
下

ツ
道
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の

開
通
に
伴
い
、
円
滑
な
交

通
の
流
れ
と
地
域
住
民
の

交
通
安
全
の
確
保
を
図
る

為
の
バ
イ
パ
ス
線
の
整
備
。

　

▼
市
道
小
泉
線
道
路
改

良
事
業
（
４
、
４
０
４
）

＝
県
道
と
市
道
が
交
差
す

る
富
雄
川
東
側
の
交
差
点

付
近
に
つ
い
て
、
県
と
連

携
し
交
差
点
改
良
を
行
う
。

　

▼
代
官
池
法
面
防
護
工

事
（
２
０
、
５
８
３
）
＝

治
水
施
設
代
官
池
に
お
い

て
既
設
法
面
を
モ
ル
タ
ル

で
防
護
し
、
治
水
効
果
の

発
揮
及
び
維
持
管
理
費
の

　

五
條
市
は
、
未
利
用
施

設
及
び
未
利
用
土
地
の
活

用
の
活
用
に
関
す
る
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施

す
る
。

　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
参

加
受
付
期
限
が
３
月
14

日
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

３
月
17
日
・
18
日
に
実
施

し
、
３
月
25
日
に
調
査
結

果
を
公
表
す
る
予
定
。

　

同
調
査
は
未
利
用
施
設

等
の
有
効
活
用
に
関
し

軽
減
を
図
る
。

　

▼
近
鉄
郡
山
駅
周
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

（
１
４
、
１
３
８
）
＝
近

鉄
郡
山
駅
周
辺
地
区
ま
ち

づ
く
り
基
本
計
画
を
具
体

的
に
進
め
る
た
め
の
検

討
・
計
画
・
調
査
等
を
行

う
。

　

▽
街
な
み
環
境
整
備
事

業
に
伴
う
修
景
整
備
事
業

（
５
、
４
０
０
）＝
家
屋
等

の
外
観
が
城
下
町
と
し
て

伝
統
的
な
景
観
に
調
和
す

る
よ
う
な
修
景
設
備
に
対

し
、市
が
助
成
金
を
交
付
。

　

▽
都
市
計
画
道
路
城
廻

り
線
街
路
事
業（
１
４
８
、

６
５
３
）
＝
Ｊ
Ｒ
郡
山
駅

公
団
前
か
ら
主
要
地
方
道

奈
良
郡
山
斑
鳩
線
へ
と
繋

ぐ
街
路
新
設
整
備
事
業
。

　

▽
都
市
公
園
長
寿
命
化

対
策
事
業
（
７
６
、
９
２

１
）
＝
老
朽
化
が
進
む
都

市
公
園
施
設
に
つ
い
て
、

市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
い
て
効
率
的
な

維
持
管
理
を
行
う
。

　

▽
郡
山
城
跡
公
園
整
備

事
業（
３
４
４
、６
０
０
）

＝
郡
山
高
校
城
内
学
舎
跡

地
を
取
得
し
、
現
城
趾
公

園
（
西
公
園
）
や
三
の
丸

緑
地
と
合
わ
せ
て
歴
史
公

園
と
し
て
整
備
。

　

▽
都
市
計
画
道
路
筒
井

長
安
寺
線
街
路
事
業
（
３

１
、
２
７
１
）
＝
平
端
駅

東
側
と
昭
和
工
業
団
地
と

の
ア
ク
セ
ス
路
と
な
る
街

路
新
設
及
び
平
端
駅
東
側

駅
前
広
場
の
整
備
を
行
う
。

　

▽
市
営
住
宅
外
壁
等
改

修
事
業（
９
９
、３
６
３
）

＝
年
次
的
に
公
営
住
宅
の

屋
上
防
水
・
外
壁
改
修
工

事
を
実
施
し
、
住
宅
の
長

寿
命
化
を
図
る
も
の
。

　

▽
市
営
住
宅
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
事
業
（
１
８
、

３
１
５
）
＝
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
本
体
が
未
設
置
で
あ
る

丸
尾
南
団
地
Ｂ
棟
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
。

　
【
教
育
委
員
会
】

　

▽
学
科
指
導
教
室
「
Ａ

Ｓ
Ｕ
」移
転
事
業（
８
７
、

６
５
９
）
＝
旧
法
務
局
建

物
を
改
修
し
、
城
址
会
館

よ
り
学
科
指
導
教
室
の
移

転
を
行
う
。

　

▽
旧
矢
田
幼
稚
園
園
舎

解
体
事
業
（
５
８
、
０
５

０
）
＝
矢
田
認
定
こ
ど
も

園
の
開
園
に
伴
い
役
割
を

終
え
た
旧
矢
田
幼
稚
園
の

解
体
。

　

▼
郡
山
南
小
学
校
特
別

教
室
増
築
事
業
（
３
、
８

３
１
）。

　

▼
小
学
校
施
設
耐
震
化

事
業
（
１
７
、
２
０
８
）

＝
耐
震
診
断
の
結
果
を
元

に
補
強
が
必
要
と
な
る
小

学
校
の
実
施
設
計
。

　

▼
中
学
校
ト
イ
レ
全
面

改
修
事
業
（
１
８
、
４
６

９
）。

　

▽
Ｄ
Ｍ
Ｇ　

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル
設

備
改
修
事
業
（
３
０
、
６

０
３
）
＝
高
い
稼
働
率
に

よ
り
劣
化
の
著
し
い
ホ
ー

ル
設
備
や
図
書
館
施
設
の

修
繕
を
行
う
。

　

▼
Ｄ
Ｍ
Ｇ　

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
Ｉ
環
境
構
築
事
業

（
１
、
０
８
９
）
＝
会
議

室
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
に
新
た
な
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
Ｉ

環
境
を
整
備
。

　

▼
里
山
の
駅
「
風
と
ん

ぼ
」
施
設
整
備
事
業
（
２

４
、
６
９
５
）
＝
老
朽
化

し
た
空
調
設
備
に
つ
い
て

更
新
及
び
増
設
を
行
う
。

　

▼
ト
イ
レ
洋
式
化
・
ウ

ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
設
置
事
業

（
３
、
０
１
１
）
＝
南
部

公
民
館
を
は
じ
め
各
地
区

公
民
館
の
ト
イ
レ
の
一
部

を
洋
式
化
し
、
利
便
性
と

衛
生
環
境
の
向
上
を
図
る
。

４
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

４
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

一
般
会
計
３
３
８
億
１
０
０
０
万
円

一
般
会
計
３
３
８
億
１
０
０
０
万
円

大和郡山市

て
、
利
用
希
望
者
と
直
接

対
話
す
る
こ
と
で
民
間
事

業
者
や
団
体
等
の
意
見
や

新
た
な
提
案
の
把
握
等
を

行
い
、
施
設
等
の
有
効
活

用
の
可
能
性
と
今
後
の
事

業
の
検
討
を
進
展
さ
せ
る

為
の
情
報
収
集
を
目
的
と

し
た
も
の
。
今
回
の
調
査

の
結
果
を
も
と
に
、
活
用

や
売
却
等
に
向
け
た
手
続

き
の
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。

　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
参

加
条
件
は
未
利
用
公
共
施

設
等
を
活
用
し
た
事
業
の

実
施
を
希
望
す
る
個
人
、

法
人
ま
た
は
団
体
で
▽
地

方
自
治
法
施
行
令
第
１
６

７
条
の
４
の
規
定
に
該
当

し
な
い
者
▽
参
加
申
込
書

提
出
時
点
で
市
建
設
工
事

等
請
負
契
約
に
係
る
入
札

参
加
停
止
措
置
要
綱
ま
た

は
市
物
品
等
の
契
約
に
係

る
入
札
参
加
停
止
等
措
置

要
領
に
基
づ
く
指
名
停
止

を
受
け
て
い
な
い
者
―
な

ど
。
担
当
は
管
財
課
（
電

話
０
７
４
７
―
２
２
―
４

０
０
１
）。

　

調
査
の
対
象
と
な
る
の

は
旧
役
場
庁
舎
や
今
井
島

台
工
業
団
地
を
含
め
た
未

利
用
施
設
・
予
定
施
設
と

未
利
用
土
地
。
事
業
の
ア

イ
デ
ア
や
実
施
す
る
事
業

の
内
容
、
事
業
の
希
望
期

間
等
の
諸
条
件
、
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
同
市
へ
期

待
す
る
支
援
や
配
慮
し
て

ほ
し
い
事
項
等
を
書
類
及

び
口
頭
に
て
対
話
形
式
で

聞
き
取
る
。

未
利
用
施
設・土
地
活
用
の
市
場
調
査

未
利
用
施
設・土
地
活
用
の
市
場
調
査

有
効
活
用
に
向
け
た
情
報
収
集

有
効
活
用
に
向
け
た
情
報
収
集

五 條 市
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■建設関連団体名簿

　（一社）奈良県建設業協会

　奈良県舗装協議会

　奈良県アスコン協同組合

　奈良県アスファルト合材協会

　奈良県広域生コンクリート協同組合

　奈良県生コンクリート工業組合

　奈良県セメント卸協同組合

　（一社）奈良県建築士会

　（一社）奈良県建築士事務所協会

　奈良県設備設計事務所協会

　（公社）奈良県測量設計業協会

　（一社）奈良県建設コンサルタント業協会

　（一社）奈良県空調衛生工業協会

　（一社）奈良電業協会

　奈良県鉄構建設業協同組合

　奈良県板ガラス商工業協同組合

　（一社）日本塗装工業会 奈良県支部

　奈良県建設塗装工業協同組合

　奈良県造園業協同組合

　（一社）日本造園建設業協会 奈良県支部

　（一社）日本砕石協会 奈良県支部

　（一社）奈良県警備業協会

　（一社）奈良県防災安全協会

　（一社）奈良県解体工事業協会

　（一社）奈良県産業廃棄物協会

　奈良県瓦工事業協同組合


